
過疎地域持続的発展計画達成状況及び令和６年度事業評価

（P17）

【事業評価】
Ａ・・・計画以上に進んでいる
Ｂ・・・計画通りに進んでいる
Ｃ・・・計画より遅れている、未着手、未実施など

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

総人口及び過疎地域の

人口減の抑制（町全

体）

実績値 鳥取県の推計人口：年報 16,055 15,942 15,880 15,705 15,526

町全体の人口は令和4年度と比較し、175人の

減少となり、減少数を１年あたり118人に抑え

込む目標を下回った。（引用：県HP)

町全体の人口は令和5年度と比較し、179人の

減少となり、減少数を１年あたり118人に抑え

込む目標を下回った。（引用：県HP年報)

15,462

達成度 103% 103% 102% 100%

総人口及び過疎地域の

人口減の抑制（泊地

域）
実績値 住基システム集計 2,281 2,384 2,320 2,244 2,207

令和４年度と比較すると76人減少し、5ヶ年の

目標として、減少数を279人（1年あたり56

人）に抑え込む目標値を下回った。（R.5.12町

別人口統計）

令和5年度と比較すると37人減少し、5ヶ年の

目標として、減少数を279人（1年あたり56

人）に抑え込む目標値を上回った。（R.6.12町

別人口統計）

2,002

達成度 119% 116% 112% 110%

総人口及び過疎地域の

人口減の抑制（東郷地

域）
実績値 住基システム集計 5,298 5,445 5,372 5,293 5,286

令和４年度と比較すると79人減少し、5ヶ年の

目標として、減少数を373人（1年あたり75

人）に抑え込む目標値に対し、目標を下回っ

た。（R.5.12町別人口統計）

令和5年度と比較すると7人減少し、5ヶ年の目

標として、減少数を373人（1年あたり75人）

に抑え込む目標値に対し、目標を上回った。

（R.5.12町別人口統計）

4,925

達成度 111% 109% 108% 107%

町外から町内への移住

者

（目標値はR3～R7の累

計）

471 511 443 488

R3～R6累計 1,913

達成度 18% 37% 54% 72%

町外からの過疎地域の

移住者（泊地域）

（目標値はR3～R7の累

計）

34 43 33 33

R3～R6累計 143

達成度 14% 31% 44% 57%

町外からの過疎地域の

移住者（東郷地域）

（目標値はR3～R7の累

計）

117 132 141 155

R3～R6累計 545

達成度 16% 34% 53% 75%

過疎地域の出生数の現

状維持（5か年度の平均

出生数）

43 37 27 29

R3～R6平均 34

達成度 105% 98% 87% 83%

過疎地域の出生数の現

状維持（5か年度の平均

出生数・泊地域）

9 14 3 6

R3～R6平均 8

達成度 75% 96% 72% 67%

過疎地域の出生数の現

状維持（5か年度の平均

出生数・東郷地域）

34 23 24 23 29

R3～R6平均 26

達成度 117% 98% 93% 90%

東郷、泊地域の人口はR6時点で目標値を維持

しているが、出生数、移住者数が目標値に達し

ていない。移住・定住に関する各種補助金に

ついて引き続き周知するとともに、都市圏に

おける移住相談会でのPRを進め、移住・定住

者の増加を図っていく。

実績値 住基システム集計 29

東郷地域の出生数は、24人となり、5ヶ年の平

均目標値に達しなかった。（R5.4.1～

R6.3.31）

東郷地域の出生数は、23人となり、5ヶ年の平

均目標値に達しなかった。（R6.1.1～

R6.12.31）

実績値 住基システム集計 40
過疎地域の出生数は、27人となり、5ヶ年の平

均目標の41人に達しなかった。

過疎地域の出生数は、29人となり、5ヶ年の平

均目標の41人に達しなかった。（R6.1.1～

R6.12.31）

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

町民生活課

実績 目標値
（R7）

担当課

町民生活課

実績値 住基システム集計 729 730

5ヶ年の目標として、2, 640人（1年あたり528

人）の移住目標に対し、移住者数は、443人と

なった。

5ヶ年の目標として、250人（1年あたり50人）

の移住目標に対し、泊地域への移住者数は、

33人となり、目標値を下回った。（R5.4.1～

R6.3.31）

5ヶ年の目標として、730人（1年あたり146

人）の移住目標に対し、東郷地域への移住者

数は、141人となり、目標値を下回った。

（R5.4.1～R6.3.31）

5ヶ年の目標として、2, 640人（1年あたり528

人）の移住目標に対し、移住者数は、488人と

なった。（R6.1.1～R6.12.31）

5ヶ年の目標として、250人（1年あたり50人）

の移住目標に対し、泊地域への移住者数は、

33人となり、目標値を下回った。（R6.1.1～

R6.12.31）

5ヶ年の目標として、730人（1年あたり146

人）の移住目標に対し、東郷地域への移住者

数は、155人となり、目標値を上回った。

（R6.1.1～R6.12.31）

地域の持続的発展のための基本目標

実績値 住基システム集計 2,609 2,640

実績値 住基システム集計 244 250

41

12
実績値 住基システム集計 11

泊地域の出生数は、3人となり、5ヶ年の平均

目標の12人を下回った。（R5.4.1～R6.3.31）

泊地域の出生数は、6人となり、5ヶ年の平均

目標の12人を下回った。（R6.1.1～R6.12.31）

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課



R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

総人口及び過疎地域の

人口減の抑制（町全

体）

実績値 鳥取県の推計人口：年報 16,055 15,942 15,880 15,705 15,526

町全体の人口は令和4年度と比較し、175人の

減少となり、減少数を１年あたり118人に抑え

込む目標を下回った。（引用：県HP)

町全体の人口は令和5年度と比較し、179人の

減少となり、減少数を１年あたり118人に抑え

込む目標を下回った。（引用：県HP年報)

15,462

達成度 103% 103% 102% 100%

総人口及び過疎地域の

人口減の抑制（泊地

域）
実績値 住基システム集計 2,281 2,384 2,320 2,244 2,207

令和４年度と比較すると76人減少し、5ヶ年の

目標として、減少数を279人（1年あたり56

人）に抑え込む目標値を下回った。（R.5.12町

別人口統計）

令和5年度と比較すると37人減少し、5ヶ年の

目標として、減少数を279人（1年あたり56

人）に抑え込む目標値を上回った。（R.6.12町

別人口統計）

2,002

達成度 119% 116% 112% 110%

総人口及び過疎地域の

人口減の抑制（東郷地

域）
実績値 住基システム集計 5,298 5,445 5,372 5,293 5,286

令和４年度と比較すると79人減少し、5ヶ年の

目標として、減少数を373人（1年あたり75

人）に抑え込む目標値に対し、目標を下回っ

た。（R.5.12町別人口統計）

令和5年度と比較すると7人減少し、5ヶ年の目

標として、減少数を373人（1年あたり75人）

に抑え込む目標値に対し、目標を上回った。

（R.5.12町別人口統計）

4,925

達成度 111% 109% 108% 107%

町外から町内への移住

者

（目標値はR3～R7の累

計）

471 511 443 488

R3～R6累計 1,913

達成度 18% 37% 54% 72%

町外からの過疎地域の

移住者（泊地域）

（目標値はR3～R7の累

計）

34 43 33 33

R3～R6累計 143

達成度 14% 31% 44% 57%

町外からの過疎地域の

移住者（東郷地域）

（目標値はR3～R7の累

計）

117 132 141 155

R3～R6累計 545

達成度 16% 34% 53% 75%

過疎地域の出生数の現

状維持（5か年度の平均

出生数）

43 37 27 29

R3～R6平均 34

達成度 105% 98% 87% 83%

過疎地域の出生数の現

状維持（5か年度の平均

出生数・泊地域）

9 14 3 6

R3～R6平均 8

達成度 75% 96% 72% 67%

過疎地域の出生数の現

状維持（5か年度の平均

出生数・東郷地域）

34 23 24 23 29

R3～R6平均 26

達成度 117% 98% 93% 90%

東郷、泊地域の人口はR6時点で目標値を維持

しているが、出生数、移住者数が目標値に達し

ていない。移住・定住に関する各種補助金に

ついて引き続き周知するとともに、都市圏に

おける移住相談会でのPRを進め、移住・定住

者の増加を図っていく。

実績値 住基システム集計 29

東郷地域の出生数は、24人となり、5ヶ年の平

均目標値に達しなかった。（R5.4.1～

R6.3.31）

東郷地域の出生数は、23人となり、5ヶ年の平

均目標値に達しなかった。（R6.1.1～

R6.12.31）

実績値 住基システム集計 40
過疎地域の出生数は、27人となり、5ヶ年の平

均目標の41人に達しなかった。

過疎地域の出生数は、29人となり、5ヶ年の平

均目標の41人に達しなかった。（R6.1.1～

R6.12.31）

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

町民生活課

実績 目標値
（R7）

担当課

町民生活課

実績値 住基システム集計 729 730

5ヶ年の目標として、2, 640人（1年あたり528

人）の移住目標に対し、移住者数は、443人と

なった。

5ヶ年の目標として、250人（1年あたり50人）

の移住目標に対し、泊地域への移住者数は、

33人となり、目標値を下回った。（R5.4.1～

R6.3.31）

5ヶ年の目標として、730人（1年あたり146

人）の移住目標に対し、東郷地域への移住者

数は、141人となり、目標値を下回った。

（R5.4.1～R6.3.31）

5ヶ年の目標として、2, 640人（1年あたり528

人）の移住目標に対し、移住者数は、488人と

なった。（R6.1.1～R6.12.31）

5ヶ年の目標として、250人（1年あたり50人）

の移住目標に対し、泊地域への移住者数は、

33人となり、目標値を下回った。（R6.1.1～

R6.12.31）

5ヶ年の目標として、730人（1年あたり146

人）の移住目標に対し、東郷地域への移住者

数は、155人となり、目標値を上回った。

（R6.1.1～R6.12.31）

地域の持続的発展のための基本目標

実績値 住基システム集計 2,609 2,640

実績値 住基システム集計 244 250

41

12
実績値 住基システム集計 11

泊地域の出生数は、3人となり、5ヶ年の平均

目標の12人を下回った。（R5.4.1～R6.3.31）

泊地域の出生数は、6人となり、5ヶ年の平均

目標の12人を下回った。（R6.1.1～R6.12.31）

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課

町民生活課



２．移住・定住・地域間交流の促進、人材育成（P19）　
事業計画実施状況

持続的発展
施策

区分 R5 R6

若者夫婦・子育て世代住宅支援事業
　若者夫婦・子育て世代世帯の住宅取得
費の補助を行う。 Ａ Ａ

実績：泊1件、東郷8件（事業費：5,400
千円）
※全町申請件数：40件

実績：泊0件、東郷9件（事業費：5,400千
円）
※全町申請件数：34件

若者・子育て世代の住宅取得の補助を行い、定住
を促進するとともに、地域を支える人材の呼び込
みを図ることができた。

若者・子育て世代の住宅取得の補助を行い、
定住を促進するとともに、地域を支える人材
の呼び込みを図ることができた。

デジタル・みら

い戦略課

移住定住住宅支援事業
　県外からの移住者が、住宅を新築・購
入・改修するための費用を補助 Ｃ Ｂ

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：1件（事業費：280千
円）

実績：1件（事業費：670千円）
※全町申請件数：3件（事業費：2,170千
円）

羽合地域への移住者から申請はあったが、泊・東
郷地域への実績はなかった。引き続き制度周知に
努めるとともに、移住者を泊・東郷地域に呼び込
む施策も必要である。

東郷地域で1件の申請があった。引き続き制
度周知に努める。

デジタル・みら

い戦略課

移住定住者家賃助成事業
　県外からの移住者が、町内の賃貸住宅
に入居する場合、家賃の一部を補助 Ｂ Ｂ

実績：1件（事業費：70千円）
※全町申請件数：3件（事業費：397千円
※R4交付決定分含む）

実績：1件（事業費：50千円）
※全町申請件数：3件（事業費：94千円
※R5交付決定分含む）

県外からの移住者が町内の賃貸住宅に入居する場
合に家賃の一部を補助を行い、定住を促進すると
ともに、地域を支える人材の呼び込みを図ること
ができた。

県外からの移住者が町内の賃貸住宅に入居す
る場合に家賃の一部を補助を行い、定住を促
進するとともに、地域を支える人材の呼び込
みを図ることができた。

デジタル・みら

い戦略課

１．移住・
定住・地域
間交流の促
進、人材育
成

(4)過疎地
域持続的発
展特別事業
移住・定住

移住者運転免許取得支援補助金
　県外からの移住者が、自動車免許を取
得した場合、取得費用の一部を補助

Ｂ Ｃ

実績：１件（事業費：150千円）
※全町申請件数：1件（事業費：150千
円）

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件（事業費：0千円）

移住定住施策として補助を行い、1件申請があっ
た。

移住定住施策として周知を行ったが、申請が
無かった。引き続き移住相談会、町ホーム
ページなどを活用し、制度周知に努める。

デジタル・みら

い戦略課

移住者運転安心支援事業
 県外からの移住者が、ペーパードライ
バー講習を受講する場合、講習費用の一
部を補助

Ｃ Ｃ

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件（事業費：0千円）

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件（事業費：0千円）

移住定住施策として補助を行ったが申請が無かっ
た。引き続き制度周知に努める。

移住定住施策として周知を行ったが申請が無
かった。引き続き制度周知に努める。

デジタル・みら

い戦略課

移住定住中古住宅修繕支援補助金
 県外からの移住者が中古住宅の修繕を
する場合、修繕に要する費用を補助 Ｃ Ｃ

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件（事業費：0千円）

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件（事業費：0千円）

移住定住施策として補助を行ったが、申請が無
かった。引き続き移住相談会、町ホームページな
どを活用し、制度周知に努める。

移住定住施策として周知を行ったが、申請が
無かった。引き続き移住相談会、町ホーム
ページなどを活用し、制度周知に努める。

デジタル・みら

い戦略課

三世代同居世帯等住宅整備費助成
　新たに三世代同居を目的として、住宅
の新築、購入、増改築及びリフォームに
要する費用を補助

Ｃ Ｃ

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：０件（事業費：0千
円）

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：０件（事業費：0千円）

令和５年度は申請がなかったが、今後も定住を促
進するとともに、地域を支える人材の呼び込みを
図ることができるよう制度周知に努める。

令和６年度は申請がなかったが、今後も定住
を促進するとともに、地域を支える人材の呼
び込みを図ることができるよう制度周知に努
める。

デジタル・みら

い戦略課

住宅等仲介手数料補助金
　住宅の購入や住宅用地の取得に要した
仲介手数料の一部を補助 Ｂ Ａ

実績：3件（事業費：116千円）
※全町申請件数：14件(事業費：1,297千
円)

実績：5件（事業費：483千円）
※全町申請件数：12件(事業費：1,367千
円)

前年度より申請件数が減少した。地域を支える人
材の呼び込みが図れるよう、制度周知に努める。

前年度より全町申請件数が減少したが、東
郷・泊地区での申請が増加した。地域を支え
る人材の呼び込みを図ることができた。

デジタル・みら

い戦略課

移住支援金
　東京23区に在住または勤務する人が、
町内に移住し、県が指定する中小企業の
求人に就業又は企業支援金を受けた人に
支援金を交付

Ｃ Ｃ

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件（事業費：0千円）

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：1件（事業費：600千円）

転入市町村に5年以上定住、指定企業に5年以上継
続勤務の意思があることなど対象要件が厳しい面
があるが、引き続き移住定住施策として制度活用
を推進する。

東郷・泊地区での申請はなかった。転入市町
村に5年以上定住、指定企業に5年以上継続勤
務の意思があることなど対象要件が厳しい面
があるが、引き続き移住定住施策として制度
活用を推進する。

デジタル・みら

い戦略課

住宅団地造成等支援補助金
　事業者が住宅団地造成や賃貸住宅整備
に要する費用を補助 Ｃ Ｃ

実績　0件 実績　0件 先進地事例の研究や不動産業者との意見交換など
をふまえ検討する。

先進地事例の研究や不動産業者との意見交換
などをふまえ検討する。

デジタル・みら

い戦略課

結婚新生活支援事業
　新婚世帯の住宅取得費の補助

Ｃ Ｃ

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件

実績：0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件

結婚して間もない世帯が補助対象年度の2月中旬ま
でに住宅新築・取得を行うことや所得制限など対
象要件が厳しい面があるが、引き続き移住定住施
策として制度活用を推進する。

結婚して間もない世帯が補助対象年度の2月
中旬までに住宅新築・取得を行うことや所得
制限など対象要件が厳しい面があるが、引き
続き移住定住施策として制度活用を推進す
る。

デジタル・みら

い戦略課

婚活支援事業
　「縁結び支縁員」の活動支援、また中
部地区市町と連携した婚活イベント等の
開催
　縁結び支援員の活動支援を行なうとと
もに、婚活イベントを開催

Ｂ Ｂ

実績：成立件数0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件
婚活イベント実施回数：8事業11回（湯
梨浜町から9人が参加）
成立件数：当初予算見込1件に対し実績0
件。

実績：成立件数0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件
婚活イベント実施回数：7事業7回（湯梨浜
町から延べ22人が参加）
成立件数：当初予算見込1件に対し実績0
件。

出会いの場の提供の他、個別相談やえんトリーの
紹介を実施。独身男女に対し結婚につながる機会
を提供することができた。

出会いの場の提供の他、個別相談やえんト
リーの紹介を実施。独身男女に対し結婚につ
ながる機会を提供することができた。

まちづくり企画

課

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価



縁結び推進事業
　鳥取県が運営する会員制マッチングシ
ステム「えんトリー」の入会登録料を助
成

Ｂ Ｂ

実績：1件
※全町申請件数：3件（事業費：15千
円）

実績：1件
※全町申請件数：9件（事業費：90千円）

申込件数1件に対し補助。えんトリー入会時に間接
補助できないか検討する。

申込件数1件に対し補助。R７年度よりえんト
リー登録料が無料となったため、今後はえん
トリーが主催するイベント等の情報を発信
し、婚活事業を推進する。

まちづくり企画

課

お試し住宅運営
　移住希望者に暮らし体験を提供する Ｂ Ｃ

実績：17件43人（まつざき屋12件26人、
もりた屋5件17人）

実績：17件34人（まつざき屋15件29人、も
りた屋2件5人）

都市部での移住相談会、セミナー等でPRを実施
し、移住希望者の短期滞在に活用することができ
た。

都市部での移住相談会、セミナー等でPRを実
施したが、昨年より利用件数が伸びなかっ
た。

デジタル・みら

い戦略課

移住相談窓口
　コーディネーターを設置し、個に応じ
て柔軟に相談対応する Ｂ Ｂ

実績：相談52組（実際に移住した実績：
2組2人）

実績：相談69組（実際に移住した実績：3
組）

都市部での移住相談会に参加したり、独自でオン
ライン相談会を実施したりするなど、積極的に希
望者にPRすることができた。

都市部での移住相談会に参加したり、独自で
オンライン相談会を実施したりするなど、積
極的に希望者にPRすることができた。

デジタル・みら

い戦略課

空き家定住促進利活用補助金
　空き家を借り上げて改修し、入居者に
転貸する事業者に改修費等に要する費用
を補助

Ｃ Ｂ

実績：空き家改修０件 実績：泊地域空き家改修1件（事業費：
3,450千円）移住者1名
※全町申請件数：1件（事業費：3,450千
円）

事業者による空き家の選定、所有者との交渉に期
間を要し、翌年度に繰越となった。

泊地区の前年度繰越事業分1件で県外者1名の
移住受入が成立した。現年度分は事業者によ
る空き家の選定、所有者との交渉に期間を要
し、翌年度に繰越となった。

デジタル・みら

い戦略課

人材育成 集落づくり総合交付金 住民間の交流や助け合いを推進し、地域共生社会
の実現を進めるため、地域づくりや防犯環境の整
備を支援した。アフターコロナ対策臨時交付金を
創設し、新型コロナウイルスの影響により自粛さ
れていた活動を再開するための後押し支援を行っ
た。

住民間の交流や助け合いを推進し、地域共生
社会の実現を進めるため、地域づくりや防犯
環境の整備を支援した。アフターコロナ対策
臨時交付金により、新型コロナウイルスの影
響により自粛されていた活動を再開するため
の後押し支援を行った。

まちづくり企画

課

自主防災組織運営交付金
 各区の自主防災組織の活動等について
補助を行なう。

Ｂ Ｂ

実績：45区　交付額：1,978,000円
【内訳】
東郷：34区　交付額：1,445,500円
泊：11区　交付額：532,500円

実績：46区　交付額：1,995,500円
【内訳】
東郷：35区　交付額：1,452,000円
泊：11区　交付額：543,500円

自主防災組織の訓練等運営を支援し、集落づく
り・自主防災力の向上等を推進した。

自主防災組織の訓練等運営を支援し、集落づ
くり・自主防災力の向上等を推進した。

まちづくり企画

課

集落活性化事業交付金
　各区で実施する地域の活動、運営経費
の支援を行なう。

Ｂ Ｂ

実績：47区　交付額：4,181,500円
【内訳】
東郷：33区　交付額：2,948,500円
泊：14区　交付額：1,233,000円

実績：49区　交付額：3,185,631円
【内訳】
東郷：35区　交付額：2,186,719円
泊：14区　交付額：998,912円

前年度から継続して、新型コロナの影響で事業規
模の縮小又は、断念を余儀なくされた区も生じて
いた中、アフターコロナ対策臨時交付金の交付、
集落回りの際に本制度の周知・質問疑問に回答す
るなどの支援を行った。

新型コロナの影響による事業規模の縮小等も
徐々に復活していく兆しがある中、アフター
コロナ対策臨時交付金の交付（本年まで）、
未申請区の区長との面談、申請働きかけ等を
行った。

まちづくり企画

課

地域にぎわい創出事業
　地域が実施する運動会、祭りなどの経
費補助 Ｂ Ｂ

実績：4地域　交付額：946,818円
【内訳】
東郷：3地域　交付額：514,818円
泊：1地域　交付額：432,000円

実績：4地域　交付額：1,128,937円
【内訳】
東郷：3地域　交付額：704,937円
泊：1地域　交付額：424,000円

地域が実施する運動会、祭りなどの経費を補助し
た。全5地域のうち、花見地域を除く4地域が補助
金申請を行い、補助金交付を実施。

地域が実施する運動会、祭りなどの経費を補
助した。全5地域のうち、花見地域を除く4地
域が補助金申請を行い、補助金交付を実施。

まちづくり企画

課

まちづくり創造事業
　まちづくりを推進する団体の活動費を
助成 Ｂ Ｂ

【実績】
・創造事業：2団体　交付額：380,000円
・ステップ事業：１団体　交付額：
100,000円

【実績】
・創造事業：2団体（東郷・泊各1団体）
交付額：345,189円
・ステップ事業：1団体（東郷）　交付額：
100,000円

令和5年度は創造事業の対象となる団体が新たに１
団体あり、創造事業で2団体、ステップ事業で1団
体の助成を行った。
来年度以降も制度を周知し新規団体を増やした
い。

令和6年度は本事業を利用する新規団体は0で
あり、昨年度から引き続き同じ団体への助成
を行った。
来年度以降も制度を周知し新規団体増による
地域活性化を目指したい。

まちづくり企画

課

ボランティア団体活動助成事業
　ボランティア団体の活動費を助成

Ｂ Ｂ

実績：9団体　交付額：362,788円
【内訳】
東郷：5団体　交付額：264,780円
泊：4団体　交付額：98,008円

実績：12団体　交付額：540,292円
【内訳】
東郷：8団体　交付額：365,852円
泊：4団体　交付額：174,440円

ボランティア団体の活動に対する補助を実施。新
型コロナウイルスの影響により、多くの団体が活
動を休止していると聞取り。一方、Ｒ６以降は活
動を再開する意向の団体もあり、今後も活動を支
援していく。

ボランティア団体の活動に対する補助を実
施。アフターコロナにより、多くの団体が活
動を再開。

まちづくり企画

課

地域づくり推進事業
　地域の新たな担い手育成、地域課題の
解決等のためのセミナー等の開催や支援
活動等の実施

Ｂ Ｂ

【実績】
・東郷・泊47区に面談依頼を行い、うち
旭・漆原・北福区を除く44区と面談を実
施した。
・区長宅へ赴くなどし、各区の抱えてい
る問題点の聞き取りを行った。

【実績】
・９集落（レークサイド、三通田、泊４、
久見、泊５、泊６、松崎４、麻畑、レーク
タウン）に現在の活動状況を聞き取りし、
集落活性化事業、自主防災組織運営事業の
働きかけを行った。

各区の抱える課題解決のための事業として各区が
町へ行う申請書の作成支援や各区長宅へ職員が出
向き、各区の状況や課題を確認するための聞き取
りを行った。

各区の抱える課題解決のための一環として、
集落活性化事業や自主防災組織運営事業の活
動がない集落への聞き取りを行い、集落づく
り総合交付金の活用を働きかけた。集落づく
り総合交付金要綱改正により、令和７年度よ
り、防犯灯設置等交付金と集落活性化事業交
付金の助成要件の拡大を実施する。

まちづくり企画

課



地域間交流 関係人口構築事業
　都市圏在住の小学生と保護者を招いて
サマースクールを開催
　地域が必要とする人材について、首都
圏等在住の人材をマッチングし課題解決
を図る

Ｂ Ｂ

・現地セミナー　実施回数：2回　参加
者数：62人（東京37人、大阪25人）
・オンラインセミナー　実施回数：1回
参加者数：28人
・現地ツアー　実施回数：1回　参加者
数：4組11人

・現地セミナー　実施回数：2回　参加者
数：69人（東京26人、大阪43人）
・オンラインセミナー　実施回数：1回　参
加者数：17人
・現地ツアー　実施回数：1回　参加者数：
4組14人

現地セミナー2回、オンラインセミナー1回、現地
ツアー1回を実施し、関係人口の増加促進を図っ
た。

現地セミナー2回、オンラインセミナー1回、
現地ツアー1回を実施し、関係人口の増加促
進を図った。

デジタル・みら

い戦略課

拠点施設運営事業
　移住検討者と地域住民との交流拠点施
設（多世代交流センター・総合相談セン
ター）を運営し、交流の活性化を推進

Ｂ Ｂ

多世代交流センター利用実績：49053人
総合相談センター利用実績：5144人

多世代交流センター利用実績：48647人
総合相談センター利用実績：5762人

多世代交流センター、総合相談センターともに前
年度を上回る利用者数であった。今後もより一
層、集客に向けた取り組みを促進し、利用者の増
加を図りたい。

総合相談センターは前年度を上回る利用者数
であった。今後もより一層、集客に向けた取
り組みを促進し、利用者の増加を図りたい。

デジタル・みら

い戦略課

田舎暮らし・住民交流体験ボランティア
事業
　移住定住希望者が地域の行事や農作業
を体験し、地域住民と交流することによ
り、移住定住を推進

Ｂ Ａ

・受入先新規登録：0件
・体験ボランティアの受入：3件（3人）

・受入先新規登録：0件
・体験ボランティアの受入：9件（9人）

3人の受入を実施し、町の暮らしや仕事を体験して
いただくことができた。

9人の受入を実施し、町の暮らしや仕事を体
験していただくことができた。受け入れ先事
業者を増やしさらに制度を充実させたい。

デジタル・みら

い戦略課

お試し居住体験アテンド事業
　移住検討者に地域居住体験の機会を提
供 Ｂ Ｂ

アテンド実施：5件 アテンド実施：3件 5組に対しアテンドを実施し、町の暮らしや名所な
どを知っていただくことで、関係人口の創出を図
ることができた。

3組に対しアテンドを実施し、町の暮らしや
名所などを知っていただくことで、関係人口
の創出を図ることができた。

デジタル・みら

い戦略課

(5)　その他 ふるさと人材育成奨学金支援助成金
　県内の特定業種の企業に就職し、本町
に定住する若者の奨学金返還額の一部を
助成

Ｃ Ｃ

実績：なし
　※R5全町申請者件数：1人
新規申請者なし。

実績：なし
新規申請者なし。

県と協力してHP等により制度周知を行ったが、新
規申請者がなかったため「C」評価とした。
今後も制度周知に努める。

新規申請者がなく、実績がなかったため
「C」評価とした。
今後、対象者拡大するなど制度の改正を行っ
たり、制度の周知に努める。

教育総務課

地域活性化活動事業
　地域活性化のための地域おこし協力隊
活動
　地域活性化のためのＮＰＯ法人活動支
援

Ｂ Ｃ

デジタル・みらい戦略課:空き家担当3
名、イベント・情報発信担当1名

デジタル・みらい戦略課:空き家担当3名、
イベント・情報発信担当1名

各隊員の業務への理解が進み。空き家の掘り起こ
しやイベントを積極的に実施した。今後は、各隊
員のやりたいことと業務をどう結びつけ、モチ
ベーションを維持させていくかが課題である。

各隊員の業務への理解が進み。空き家の掘り
起こしやイベントを積極的に実施した。4人
のうち1人が10月末に任期満了で町内定住し
東郷地区で起業。2人が1月末に任期途中で退
任し出身地などに転出。1名が空き家担当業
務を行いながら町内定住に向けた起業準備を
行っている。今後は業務連携するまちづくり
会社とより実効的な任用ができるよう調整し
地域活性化を進める。

デジタル・みら

い戦略課



（１）農　　業

目標指数及び達成率

事業計画実施状況

持続的発展
施策

区分 R5 R6

(1)基盤整備
農業

農業水路等長寿命化・減災対策事業
　既存農林道網の調査及び整備を行う。

Ｃ Ｃ

既存土地改良施設について、定期的なパ
トロールを実施。
東郷地区2件　川上、高辻水路底張りコ
ンクリート

既存土地改良施設について、定期的なパト
ロールを実施。
東郷地区1件　堤平ため池廃止工事（R7へ繰
越）

町既存農林道のパトロールを実施し、大規模な損
傷や危険個所について優先的に修繕を実施した。
しかし、損傷の少ない箇所については実施に至っ
ていない。今後、損傷が少ない等の理由により、
優先度が低い箇所について、町管理農林道の通行
量等により整備箇所の優先順位を決め計画的に実
施していきたい。
また、泊地域における水路や道路について、土地
改良施設に係る要望聴き取りを行い、事業実施に
つなげる。

町既存農林道のパトロールを実施した。損傷
の少ない箇所については実施に至っていな
い。損傷が少ない等の理由により、優先度が
低い箇所について、町管理農林道の通行量等
により整備箇所の優先順位を決め計画的に実
施していきたい。
また、泊地域における水路や道路について、
土地改良施設に係る要望聴き取りを行い、事
業実施につなげる。

産業振興課

農地維持対策事業
　基幹施設（農道、水路、橋りょう等）
の維持補修 Ｂ Ｂ

東郷地区：水路（排土・設備含む）10
件、農道4件、農地（暗渠含む）1件　泊
地区：水路（排土・設備含む）7件、農
道3件、農地1件

東郷地区：水路（排土・設備含む）14件、
農道3件、農地（暗渠含む）3件、安全施設4
件　泊地区：水路（排土・設備含む）5件、
農道4件

東郷・泊地域における土地改良施設の維持補修を
図った。

東郷・泊地域における土地改良施設の維持補
修を図った。

産業振興課

実績

３．産業の振興（P24）　　　　　　　　　　　　

Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

２．産業の
振興

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

集落営農体制の維持充

実（泊地域）
実績値 集落営農面積（ｈａ） 22.8 22.8 24 22 20

集落営農面積は、前年より減少している。今後

は、農業従事者の増加を図り、集落営農面積

の向上を目指す。

組織の構成員が減少し、その構成員分等の営

農面積が前年度より減少した。機械の共同利

用や共同作業等のメリットを周知して、従事者

の増加、営農面積の増加を図る。

25

達成度 91% 96% 88% 80%

集落営農体制の維持充

実（東郷地域）

実績値 集落営農面積（ｈａ） 44.8 46 37 38

集落営農面積は、前年より減少している。今後

は、農業従事者の増加を図り、集落営農面積

の向上を目指す。

集落営農組織が２組織解散。

組織での転作推進により、営農面積は前年度

より増加した。機械の共同利用や共同作業等

のメリットを周知して、従事者の増加、営農面

積の増加を図る。

49

達成度 0% 94% 76% 78%

安全で安心な農林基盤

の整備（泊地域） 実績値 農道調査・改良面積（ｍ） 3,541 0 0 0 0

農道調査・改良については、通常点検のみ実

施とした。一部補修については実施した。地

元の意見を確認しながら施業していきたい。

農道調査・改良については、通常点検のみ実

施とした。一部補修については実施した。地

元の意見を確認しながら施業していきたい。

3,541

達成度 0% 0% 0% 0%

安全で安心な農林基盤

の整備（東郷地域） 実績値 農道調査・改良面積（ｍ） 3,028 0 0 0

農道調査・改良については、通常点検のみ実

施とした。一部補修については実施した。地

元の意見を確認しながら施業していきたい。

農道調査・改良については、通常点検のみ実

施とした。一部補修については実施した。地

元の意見を確認しながら施業していきたい。

3,028

達成度 0% 0% 0% 0%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

産業振興課

産業振興課

産業振興課

産業振興課



鳥獣被害総合対策事業
　農作物、農業施設に対する有害鳥獣被
害の被害防止対策

Ｂ Ｂ

R5実績　有害獣駆除
イノシシ箱わな貸出し：8件
その他箱わな貸出：10件（延べ）
イノシシ駆除：330件（支払分）
シカ駆除：107件（支払分）
カラス駆除：2回実施　捕獲実績なし

R6実績　有害獣駆除
イノシシ箱わな貸出し：3件　※全体3件
その他箱わな貸出：12件（延べ）　※全体
15件
くくり罠貸出：3件　※全体3件
イノシシ駆除：418件※全体434件(支払分)
シカ駆除：121件※全体121件(支払分)
ヌートリア駆除:115件※121件(支払分)
アライグマ駆除：0件（支払分）※1件
カラス駆除：2回実施　捕獲実績なし

被害の多い地域への対策として箱わなを貸し出す
など有害鳥獣捕獲に寄与した。

被害の多い地域への対策として箱わなに加え
くくり罠を貸し出すなど有害鳥獣捕獲に寄与
した。

産業振興課

今滝梨生産団地整備事業
　北福・漆原地内に団地を整備し、平坦
地栽培への移行を促進 Ｂ Ｂ

地元説明（地権者、入植者）を実施。
今滝梨団地測量設計を行い、工事発注を
実施。

入植者説明会により、施工内容協議等を実
施。工事発注を実施。

入植者説明会、地権者同意の徴取を行い、実施設
計及び工事発注を行い、事業を進めた。

入植者説明会を行い、計画に従い工事発注に
よる事業を進めた。

産業振興課

(4)地場産業
の振興
加工施設

活性化センターはまなす施設改修事業

Ｂ Ｂ

要望に基づいてトイレ改修（2,497千
円）を行い、2か所を洋式に改修。

施設の維持管理のため修繕を行った。
多目的ホール空調機更新工事（7,205千円）
高圧コンデンサ取替工事（587千円）
ボイラー更新工事（3,286千円）

利用者のニーズ等に対応し、施設維持管理を図っ
た。
運営委員会を開催し、施設整備についての意見を
聴取した。
適宜、修繕を実施した。

利用者のニーズを聞き取り、各種施設管理点
検で判明した指摘事項を基に、修繕箇所を抽
出し、運営委員会において協議した。今後
は、修繕箇所の維持管理と優先順位を決め計
画的に実施していきたい。適宜、細かな修繕
も実施する。

産業振興課

２．産業の
振興



（２）林　　業

目標指数及び達成率

事業計画実施状況

持続的発展
施策

区分 R5 R6

(1)基盤整備
林業

多目的保安林再整備事業
　多目的保安林「河口城跡ふれあいの
森」再整備　雑木撤去・伐採等

Ｃ Ｃ

パトロールを行ったが、伐採については
実績なし。

パトロールを行ったが、伐採については実
績なし。

パトロールを実施し、現状を把握したが、町管理
農道や町道等及び民家付近の森林・竹林整備を優
先的に整備しているため、多目的保安林の雑木等
繁茂に対する再整備実施には至っていない。今
後、他の森林・竹林整備の状況を見ながら、周辺
の町道路管理者、河口城管理者等と連携をしなが
ら実施に向けて検討していきたい。また、竹林整
備事業や造林事業など再整備による活用について
も検討していく。

パトロールを実施し、現状を把握したが、町
管理農道や町道等及び民家付近の森林・竹林
整備を優先的に整備しているため、多目的保
安林の雑木等繁茂に対する再整備実施には
至っていない。今後、他の森林・竹林整備の
状況を見ながら、周辺の町道路管理者、河口
城管理者等と連携をしながら実施検討する。

産業振興課

竹林整備事業
　竹林の間伐等
　（小浜、筒地、石脇、園、原、　宇谷
地区） Ｂ Ｂ

R5実績：埴見地区（2,200㎡）・方地地
区（3,200㎡）・園樽地区（8,800㎡）間
伐搬出、泊地区（2,300㎡）・園西川地
区（6,700㎡）林内整理

R6実績：【間伐搬出・林内集積】宇野地区
（5,200㎡）、方地地区（1,400㎡）、園地
区（5,200㎡）　【林内集積】：泊地区
（1,000㎡）

県道付近や民家に近い箇所での竹林間伐を実施
し、手入れのなされていない竹林の整備ができ
た。
引き続き竹林所有者と施工業者を繋げ、一体的な
竹林整備を実施していく。

県道付近や民家に近い箇所での竹林間伐を実
施し、手入れのなされていない竹林の整備が
できた。
引き続き竹林所有者と施工業者を繋げ、面的
かつ一体的な竹林整備を実施していく。

産業振興課

Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組
実績

２．産業の
振興

Ｒ５
評価

事業名（施
設名）

事　　業　　内　　容 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組
担当課

Ｒ６
評価

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

多目的保安林「河口城

跡ふれあいの森」の再

整備 実績値 再整備面積（㎡） 0 0 0 0 0

パトロールにより現状を把握しているが、雑木

等の伐採は行えなかった。周辺の道路管理者

等と連携をしながら実施に向けた検討を行

う。また、竹林整備事業による実施も考えてい

きたい。

パトロールにより現状を把握しているが、雑木

等の伐採は行えなかった。周辺の道路管理者

等と連携をしながら実施に向けた検討を行

う。また、竹林整備事業による実施も考えてい

きたい。

32,000

達成度 0% 0% 0% 0%

「鉢伏地区生活環境保

全林」再整備 実績値 再整備面積（㎡） 0 0 0 0

広範囲にわたり雑木等が繁茂し、面的な施業

が必要である。森林環境譲与税を活用し、計

画的に面的な森林整備を行いたい。

広範囲にわたり雑木等が繁茂し、面的な施業

が必要である。森林環境譲与税を活用し、計

画的に面的な森林整備を行いたい。

185,000

達成度 0% 0% 0% 0%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

産業振興課

産業振興課



（３）水産業

目標指数及び達成率

事業計画実施状況

持続的発展
施策

区分 R5 R6

(10)過疎地
域持続的発
展特別事業

キジハタ種苗放流（栽培漁業地域支援対
策事業）

Ｂ Ｂ

県漁協泊支所に対して補助を行った。
（事業費:44千円)

県漁協泊支所に対して補助を行った。（事
業費:21千円)

水産物の安定供給、漁村部の地域振興に資することができた。種苗単価の一部を支援し生産量増大を図っ
た。
漁業実施主体より要望を聞き、水産物の安定
供給を支援していく。

産業振興課

第１次産業 サザエ、アワビ種苗放流（持続可能な栽
培漁業推進事業）

Ｂ Ｂ

放流用種苗の購入経費の補助を行った。
（事業費：445千円)

放流用種苗の購入経費の補助を行った。
（事業費：418千円)

生産量の増大を図った。 放流用種苗購入費の一部を支援し、生産量増
大を図った。
漁業実施主体より要望を聞き、水産物の安定
供給を支援していく。また、活動要件である
ウニ駆除も併せて実施していく。

産業振興課

就業希望者の研修補助（漁業者就業者確
保対策事業）

Ｂ Ｂ

2人の研修生に対し漁業技術等を習得す
るための費用を補助（事業費2,792千
円）。

3人の研修生に対し漁業技術等を習得するた
めの費用を補助（事業費5,597千円）。

1名の定置網漁業研修生に対して、支援を実施できた。3名の定置網漁業研修生に対して、支援を実
施できた。
今後、支援を継続し、漁業の担い手の育成を
図っていく。

産業振興課

省エネ型エンジン購入費補助（がんばる
漁業者支援事業）

Ｂ

- 漁船用省エネ機器の整備し、漁業経営の支
援を図った。（事業費1,627千円）

該当なし 漁船用省エネ機器を整備し、支援を実施でき
た。
令和６年度までの事業のため、他の水産支援
事業を通して支援を継続する。

産業振興課

漁船用機器購入補助（がんばる漁業者支
援事業）

- 該当なし 該当なし 産業振興課

輸送経費補助（がんばる漁業者支援事
業） Ｂ Ｂ

泊～賀露間の輸送経費に対して補助を
行った。（事業費：977千円)

泊～賀露間の輸送経費に対して補助を行っ
た。（事業費：691千円)

生産意欲と収入の向上につなげ、漁業の活性化を図った。燃油高騰対策として、輸送費コストを支援す
ることを図った。漁業実施主体の要望を聞
き、事業実施につなげる。

産業振興課

みなと広場維持管理事業

Ｂ Ｂ

みなと広場の維持管理を図った。（事業
費：356千円)

みなと広場の維持管理を図った。（事業
費：373千円)

引き続き施設の適切な維持管理を行う。 引き続き施設の適切な維持管理を行う。 産業振興課

養殖用施設・機械整備補助（がんばる養
殖支援事業）

産業振興課

東郷湖覆砂事業（東郷湖漁協漁業振興補
助金） Ｂ Ｂ

覆砂事業に対して補助を行った。（事業
費：1,748千円)

覆砂事業に対して補助を行った。（事業
費：916千円)

引き続き湖の環境整備を図り、シジミの育成につ
なげる。

引き続き湖の環境整備を図り、シジミの育成
につなげる。

産業振興課

東郷湖クリーンアップ事業（内水面漁場
環境保全事業） Ｂ Ｂ

湖内の清掃活動に対して補助を行った。
（事業費：702千円)

湖内の清掃活動に対して補助を行った。
（事業費：741千円)

引き続き湖の環境整備を図り、シジミの育成につ
なげる。

引き続き湖の環境整備を図り、シジミの育成
につなげる。

産業振興課

２．産業の
振興

担当課
Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

安定した漁獲量の確保

（泊地域）
実績値 漁獲量（ｔ） 190 189 165 180 105

漁獲量は前年より増加したが、気候変動によ

る海の環境の変化により安定していない。引き

続き種苗放流の支援等を継続する。

漁獲量は前年より減っているが、気候変動に

伴い海の環境は変化し、漁獲量は安定していな

い。引き続き種苗放流の支援等を継続する。

210

達成度 90% 79% 86% 50%

安定した漁獲量の確保

（東郷地域）

実績値 漁獲量（ｔ） 78 79 72 52

湖内の環境整備のため、クリーン活動や覆砂

事業を実施し支援を行った。また、樋門操作

による塩分濃度調整も適宜実施し、稚貝の育

成に取組んだ。

湖内の環境整備のため、クリーン活動や覆砂

事業を実施し支援を行った。また、樋門操作

による塩分濃度調整も適宜実施し、稚貝の育

成に取組んだ。今後、関係機関と連携し、他

の実施事業と並行して、本町の支援事業を継続

していく。

120

達成度 0% 66% 60% 43%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

産業振興課

産業振興課



（４）商工業

目標指数及び達成率

事業計画実施状況

持続的発展
施策

区分 R5 R6

(10)過疎地
域持続的発
展特別事業

創業・特産品開発等支援事業
（創業・販路開拓支援事業）

Ｂ Ｂ

実績：泊0件（事業費：0千円）
　東郷1件（事業費：581千円）
※全町申請件数：8件

実績：泊1件（事業費：1,432千円）
　東郷2件（事業費：1,990千円）
※全町申請件数：10件

創業者【事業承継】（東郷１件）の取り組みに対
し補助金を交付し支援した。

創業者（東郷2件）、新事業展開（泊1件）の
取り組みに対し補助金を交付し支援した。引
き続き周知等に取り組んでいく。

産業振興課

商工業・６
次産業化

（地域産業資源活用事業）

Ｃ Ｂ

実績：泊0件（事業費：0千円）
　　東郷0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件

実績：泊0件（事業費：0千円）
　東郷2件（事業費：220千円）
※全町申請件数：3件

該当者なし。引き続き地域の特色ある資源の活用
を推進するため周知等に取り組んでいく。
（評価をＣにした理由：申請件数が0件だったた
め。）

東郷2件（野花梅加工品、ふるさと納税返礼
品）を支援した。引き続き地域の特色ある資
源の活用を推進するため周知等に取り組んで
いく。

産業振興課

企業誘致事業
（企業拡充奨励金事業）
　
（企業立地奨励金事業）
　
（企業立地事業費補助金事業）

Ｂ Ｂ

（企業拡充奨励金事業）
実績：泊0件（事業費：0千円）
東郷2件（事業費：2,107千円）
　※全町申請件数：2件
（企業立地奨励金事業）
実績：泊0件（事業費：0千円）
　東郷1件（事業費：240千円）
　※全町申請件数：4件
（企業立地事業費補助金事業）
実績：泊0件（事業費：0千円）
　　東郷0件（事業費：0千円）
　※全町申請件数：0件

（企業拡充奨励金事業）
実績：泊0件（事業費：0千円）
　　　東郷1件（事業費：1,692千円）
　※全町申請件数：1件
（企業立地奨励金事業）
実績：泊0件（事業費：0千円）
　　　東郷2件（事業費：480千円）
　※全町申請件数：3件
（企業立地事業費補助金事業）
実績：泊0件（事業費：0千円）
　　　東郷0件（事業費：0千円）
　※全町申請件数：0件

企業立地や事業規模拡充を推進するため、引き続
き周知等に取り組んでいく。

企業立地や事業規模拡充を推進するため、引
き続き周知等に取り組んでいく。

産業振興課

旧東郷中学校等跡地利用推進事業

Ｂ Ｂ

旧東郷学校給食センター等の賃貸借につ
いては、一部個人名義であった土地を町
名義への変更登記を完了、土地の貸付面
積を確定させ、3月19日付で福羅酒造株
式会社との貸付契約変更となった。ま
た、校舎用地、東郷運動場等について
は、民間提案制度による優先交渉権者と
事前協議を重ね、令和6年4月3日付で基
本協定を締結する。

公社用地、東郷運動場等について松井酒造
合名会社と売買契約を締結し、譲渡が完了
した。松井酒造が旧東郷中学校跡地で行う
事業の着手は令和8年度を予定している。

慎重かつ迅速に、進行させる。
また、優先交渉権者による事業計画の進展が図れ
るよう、県とも連携を図りながら、企業支援制度
を案内する。

松井酒造合名会社の事業計画の進捗状況を確
認しながら円滑に事業着手できるよう、可能
な範囲で事業者をサポートしていく。

まちづくり企画

課

その他 雇用確保事業
（雇用促進奨励金事業）

Ｂ Ｂ

事業認定：泊0件、東郷1件
※全町認定件数：1件
実績：泊0件(事業費：0千円)
東郷0件（事業費：0千円）
※全町申請件数：0件

事業認定：泊0件
　　　　　東郷3件
※全町認定件数：4件
交付実績：泊0件(事業費：0千円)
　　　　　東郷2件（事業費：400千円）
※全町申請件数：3件

事業認定1件（東郷）あり。奨励金の交付は令和6
年度。
雇用を推進するため、町広報誌や町ホームページ
での周知、ハローワーク、町商工会等関係団体を
通じての制度周知に取り組んでいく。

事業認定3件（東郷）、奨励金の交付は2件
（東郷）あり。
雇用を推進するため、町広報誌や町ホーム
ページでの周知、ハローワーク、町商工会等
関係団体を通じての制度周知に取り組んでい
く。

産業振興課

担当課

２．産業の
振興

企業誘致

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

特色ある新事業の支援

（泊地域）
実績値 創業、新商品開発事業者数 2 2 1 0 1

該当者なし。地域の特色ある資源の活用を推

進するため、引き続き周知等に取り組んでい

く。

新事業展開（1件）の取り組みに対し補助金を

交付した。地域の特色ある資源の活用を推進

するため、引き続き周知等に取り組んでいく。

3

達成度 67% 33% 0% 33%

特色ある新事業の支援

（東郷地域）
実績値 創業、新商品開発事業者数 2 3 1 4

創業【事業承継】（1件）の取り組みに対し補

助金を交付し支援した。地域の特色ある資源

の活用を推進するため、引き続き周知等に取

り組んでいく。

創業（2件）、地域資源活用（2件）の取り組

みに対し補助金を交付し支援した。地域の特

色ある資源の活用を推進するため、引き続き

周知等に取り組んでいく。

3

達成度 0% 100% 33% 133%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

産業振興課

産業振興課



目標指数及び達成率

事業計画実施状況

持続的発展
施策

区分 R5 R6

２．産業の
振興

観光客受入環境整備事業
（観光施設等の整備・改修）

Ｂ Ｂ

観光案内看板再整備事業
実績　撤去2カ所（事業費：932千円）
北栄町内観光案内看板老朽分
※観光案内板16ケ所
観光客の心に響く滞在型地域創造事業
実績　整備1カ所（補助金：3,000千円）
 農泊施設改修

観光案内看板再整備事業
実績　改修2カ所（事業費：1,232千円）
田後観光看板・龍鳳閣入口看板
※観光案内板16ケ所
観光臨時経費
実績　湯の華慈母観音湯槽修繕
　　　（事業費：462千円）
　　　観光案内所階段手摺設置工事
　　　（事業費93千円）

観光施設等の整備については、老朽観光案内看板
の撤去2件を実施した。また、民家を改修した農泊
施設の整備事業1件について補助を行った。引き続
きニーズを捉えながら事業を実施する。

観光施設等の整備については、老朽観光案内
看板の改修2件を実施した。また、湯の華慈
母観音の湯槽修繕、観光案内所の階段手摺設
置等を実施。引き続きニーズを捉えながら事
業を実施する。

産業振興課

グラウンド・ゴルフのふる里公園施設整
備事業
（スーパースライダー整備・改修）
（コース内施設整備・改修）
（公園内工作物整備・改修）

Ｂ Ｂ

男子トイレ小便器の取替工事(多目的広
場2つ、クラブハウス2つ)、多目的広場
の柵(約28ｍ)改修工事を実施した。

クラブハウス照明更新、公園内恐竜模型塗
装、クラブハウス壁掛型放送設備取替を実
施した。
（事業費　5,936千円）

グラウンド・ゴルフのふる里公園について、施設
の整備改修を行った。

グラウンド・ゴルフのふる里公園について、
施設の整備改修を行った。

産業振興課

泊駅舎整備事業
　泊駅舎の改築について、設計を行い工
事に着手した

まちづくり企画

課

多目的温泉保養施設整備事業
（施設整備・改修）

Ｂ Ｂ

薬液タンク更新工事、中央監視装置更新
工事を実施した。

非常用発電機設備蓄電池取替工事、サウナ
室板材取替工事、天井改修等工事、玄関先
段差解消工事　、バーデゾーン扉取替工事
を実施した。
（事業費　46,874千円）

Ｒ３に実施した施設調査診断結果および指定管理
者との協議に基づき、施設の整備改修を行った。

Ｒ３に実施した施設調査診断結果および指定
管理者との協議に基づき、施設の整備改修を
行った。

産業振興課

Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組

(9)観光又は
レクリエー
ション

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績

（５）観光及びレクリエーション

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容 担当課

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

地域資源を活かした観

光客の誘致促進（泊地

域）
実績値

「潮風の丘とまり」入込客数

（人）
33,894 33,725 37,975 37,055 35,045

コロナ禍と比較すると回復傾向。引き続き施

設の維持管理などを適切におこない、施設の

利用者増につなげていきたい。

2月に積雪の影響で営業できない日があった

が、コロナ禍と比較すると回復傾向。引き続

き施設の維持管理などを適切におこない、施

設の利用者増につなげていきたい。

55,000

達成度 61% 69% 67% 64%

地域資源を活かした観

光客の誘致促進（東郷

地域） 実績値
「ゆアシス東郷龍鳳閣」入込客

数（人）
82,259 94,929 101,884 85,711

コロナ禍と比較すると回復傾向。引き続き施

設の維持管理などを適切におこない、また各

種イベントとタイアップを図るなど、利用者増

につなげていきたい。

9～12月休館のため一時的に入込客数が減少し

たが、コロナ禍と比較すると回復傾向。引き

続き施設の維持管理などを適切におこない、

また各種イベントとタイアップを図るなど、利

用者増につなげていきたい。

110,000

達成度 0% 86% 93% 78%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

産業振興課

産業振興課



松崎駅トイレ等整備事業

Ｃ Ｃ

実績なし 実績なし これまでは泊駅舎の建て替え工事に注力していた
ため、松崎駅についての検討が進んでいなかった
が、今後、駅舎も含め整備を検討していく。

これまでは泊駅舎の建て替え工事に注力して
いたため、松崎駅についての検討が進んでい
なかったが、今後、駅舎も含め整備を検討し
ていく。

まちづくり企画

課

(10)過疎地
域持続的発
展特別事業
　観光

観光客受入環境整備事業
（着地型観光商品造成）
　
（各種地域振興イベントの開催）
　
（公衆無線ＬＡＮ整備支援）

Ｃ Ｃ

【着地型観光商品造成】
町観光協会造成による「愛犬と一緒にハ
ウオリ祈願」7月開始（13件、14人）
（町観光協会補助金：10,483千円）
【公衆無線ＬＡＮ整備支援】
　実績　0件（事業費：0千円）
　※全町実績　0件

【着地型観光商品造成】
新規造成は観光協会が「竹灯籠作り体験プ
ラン」を計画中。道の駅燕趙園と協議未了
につき次年度に持ち越し。
（町観光協会補助金：11,467千円）

【評価をCとした理由】
着地型観光商品については町観光協会「宮本神社
で愛犬と一緒にハウオリ祈願」を7月から開始し、
13件（14人）の利用があったが、レストラン吉華
の事業撤退により今滝「滝床料理」が休止となっ
ているため。
※着地型観光商品：選果場見学＆梨の試食、野花
梅渓ツアー等
【対策・今後の取組】
既存の着地型観光商品は東郷梨、野花梅など本町
の特徴を存分に生かしたものである。観光商品の
造成については観光協会が主となっているため、
連携の上、既存の観光商品のブラッシュアップを
図りながら、地域おこし協力隊員の活用も含めて
新規商品の開発を進めていく。公衆無線LAN整備支
援事業については、令和3年度から実施の事業であ
るが大規模な旅館は改修済であり、実績もなかっ
たことから、今後は予算措置を行わない。

【評価をCとした理由】
着地型観光商品については、町観光協会「竹
灯篭つくり体験＆食事」プラン（仮称）の実
現に向けて取り組んだが、中国庭園レストラ
ンの開業が遅れて令和７年度にずれ込み、年
度内の実施とならなかった。また、令和５年
から休止している今滝「滝床料理」プランに
加え、「東郷梨選果場見学＆梨の試食」プラ
ンは選果場側の体制が整わず、令和６年度か
ら休止となったことによる。
※着地型観光商品：野花梅渓散策プラン、倭
文神社かほり袋、縁起めぐりセット、旬のフ
ルーツ試食プラン、宮本神社愛犬と一緒にハ
ウオリ祈願ほか
【対策・今後の取組】
既存の着地型観光商品は東郷梨、野花梅など
本町の特徴を存分に生かしたものである。観
光商品の造成については観光協会が主となっ
ているため、連携の上、既存の観光商品のブ
ラッシュアップを図りながら、地域おこし協
力隊員の活用も含めて新規商品の開発を進め
ていく。

産業振興課

(まちづくり企画

課）

グラウンドゴルフのふる里公園指定管理
事業
（施設指定管理） Ｂ Ｂ

グラウンドゴルフふる里公園の維持管理
などを指定管理者を定めて運営した。
（事業費　8,755千円）

グラウンドゴルフふる里公園の維持管理な
どを指定管理者を定めて運営した。
（事業費　8,755千円）

利用者の利便性向上及び経費縮減のため、引き続
き指定管理者による適切な施設管理を行ってい
く。

利用者の利便性向上及び経費縮減のため、引
き続き指定管理者による適切な施設管理を
行っていく。

産業振興課

多目的温泉保養施設指定管理業務
（施設指定管理）

Ｂ Ｂ

町多目的温泉保養施設の維持管理などを
指定管理者を定めて運営した。
（事業費　43,185千円）

町多目的温泉保養施設の維持管理などを指
定管理者を定めて運営した。
（事業費　43,693千円）

利用者の利便性向上及び経費縮減のため、引き続
き指定管理者による適切な施設管理を行ってい
く。

利用者の利便性向上及び経費縮減のため、引
き続き指定管理者による適切な施設管理を
行っていく。

産業振興課

グラウンド・ゴルフ振興事業
　グラウンド・ゴルフの振興とスポーツ
拠点化のため、各種イベント等を支援す
る。
（グラウンド・ゴルフ発祥地大会補助
金）
　グラウンド・ゴルフの振興とスポーツ
拠点発展を目的とする大会開催を支援す
る。

Ｂ Ｂ

6月10日（土）・11日(日)
潮風の丘とまり
参加者　192チーム　576人
参加申込　23都府県

6月8日（土）・9日(日)
潮風の丘とまり
参加者　192チーム　576人
参加申込　20都府県

参加者を768人から576人に減らして実施した。
（チーム数192は変更せず、１チームの人数を4人
から3人に変更）参加申込23都府県。

参加者576人で実施した。（チーム数192　１
チーム3人）
参加申込20都府県。

生涯学習・人権

推進課

（ワールドマスターズゲームズ2027関西
補助金）
　グラウンド・ゴルフの振興と国際化を
目的としてワールドマスターズゲームズ
においてグラウンド・ゴルフ競技の実施
を支援する。

Ｂ Ｂ

グラウンド・ゴルフ発祥地大会、国際大
会、ねんりんピックえひめ大会でのPR活
動を行った。

グラウンド・ゴルフ発祥地大会、国際大
会、ねんりんピック鳥取大会でのPR活動を
行った。

グラウンド・ゴルフ発祥地大会、国際大会、ねん
りんピックえひめ大会で大会のPR活動やリーフ
レットの配布を行った。
再延期の日程が2027年に決定したが、実施内容に
ついては、組織委員会、県、開催地が調整を進め
ている。今後も継続して協議等を行い、大会開催
に向けた準備を進めていく。

グラウンド・ゴルフ発祥地大会、国際大会、
ねんりんピック鳥取大会で大会のPR活動や
リーフレットの配布を行った。
再延期の日程が2027年5月に決定したが、実
施内容については、組織委員会、県、開催地
が調整を進めている。今後も継続して協議等
を行い、大会開催に向けた準備を進めてい
く。

生涯学習・人権

推進課

（グラウンド・ゴルフ国際大会補助金）
　グラウンド・ゴルフの国際化を目的と
して、世界各国の参加者による大会開催
を支援する。

Ｂ Ｂ

10月5日（金）・6日（土）
潮風の丘とまり
外国籍　4か国　63人
日本　　　　　83人

9月27日（金）・28日（土）
潮風の丘とまり
外国籍　8か国　100人
日本　　　　　　94人

海外からの参加が可能になり、4か国から63人と、
国内から83人の合わせて146人参加者により大会を
開催した。
海外からの参加ができるようになったので、積極
的な集客を図っていく。
2027年のＷＭＧ開催までの大会日程等を決定し
た。

海外からの参加者が、8か国から100人と増加
した。、国内から94人の合わせて194人参加
者により大会を開催した。
海外からの参加ができるようになったので、
積極的な集客を図っていく。
2027年のＷＭＧ開催の大会ＰＲを行った。

生涯学習・人権

推進課



（ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大
会補助金）
　ジュニアスポーツ振興とグラウンド・
ゴルフ発祥地の振興を目的とする大会開
催を支援する。

Ａ Ｂ

8月5日（土）開催
参加者146人

8月3日（土）開催
参加者121人

前年度よりも多くの参加者により本大会を実施す
ることが出来た。今後も青少年へのグラウンド・
ゴルフの普及、世代や地域を超えた交流推進を
図っていきたい。

前年度に比べ参加者は少なかったものの、無
事に本大会を実施することが出来た。今後も
青少年へのグラウンド・ゴルフの普及、世代
や地域を超えた交流推進を図っていきたい。

まちづくり企画

課

（ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４
大会補助金）

Ｂ Ｂ

発祥地大会をプレ大会として開催した。
また、大会ＰＲ活動を行った。

10月20日（日）・21日（月）
潮風の丘とまり
参加者　373人
　　　　44都道府県　16政令指定都市

令和６年１０月の開催に向けて準備を進めてい
く。

44都道府県、16政令指定都市から373人の参
加により大会を開催した。発祥地のＰＲを
行った。

生涯学習・人権

推進課

（グラウンド・ゴルフ国際化推進事業）

Ｂ Ｂ

海外で普及活動を実施したほか、海外の
協会等に対する用具提供・用具販売に注
力し、海外での普及を図った。

海外で普及活動を実施したほか、海外の協
会等に対する用具提供・用具販売に注力
し、海外での普及を図った。

海外普及したマレーシア及びスペインの訪問先の
関係者は、次回国際大会に参加すると明言した。
さらに、マレーシアの議員が、地元の公園に専用
コースを整備するなど、効果が見られた。中古用
具提供及び用具販売についても例年どおりの実績
を上げ、順調であった。

R5にトップセールスを実施したマレーシア及
びスペインのうち、スペインがR6国際大会に
参加した。さらに、R6に新規国となるオース
トラリアにトップセールスを実施し、R7国際
大会の参加申込を受け付けるなど、効果が見
られた。中古用具提供及び用具販売について
も例年どおりの実績を上げ、順調であった。

デジタル・みら

い戦略課

スポーツ振興事業
　（全国ベテラン卓球ゆりはま東郷大会
補助金）

Ｂ Ｂ

9月2日（土）・3日（日）
あやめ池スポーツセンター
団体　5府県　108人
個人　8府県　81人

9月7日（土）・8日（日）
あやめ池スポーツセンター
団体　8府県　150人
個人　9都府県　90人

新型コロナウイルス感染症の5類移行や、参加部門
の募集定員の見直しなど参加しやすくなるように
実施した。参加者は、コロナ前の状況に回復傾向
にあるので、積極的な広報に努めていく。

団体戦は、8府県150人、個人戦は、9都府県
90人の参加により大会を開催した。

生涯学習・人権

推進課

R5 R6

Ｃ Ｂ

担当課

泊地域（旧
泊村）及び
東郷地域
（旧東郷
町）全域

製造業、情報
サービス業等、
農林水産物等販
売業、旅館業
（過疎地域の持
続的発展の支援
に関する特別措
置法第23条に定
められているす
べての業種）

泊地域　令和３年４月１日～令和８年３
月３１日
東郷地域　令和４年４月１日～令和８年
３月３１日

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績

１件（東郷・旅館業）の申請があり、過疎
計画の産業振興促進事項に適合しているこ
とを確認した。これにより事業者は国税
（所得税・法人税）の割増償却の適用を受
けることができる。

企業立地や事業規模拡充を推進するため、引き続
き周知等に取り組んでいく。
（評価をＣにした理由：申請件数が0件だったた
め。）

過疎地域への企業立地や事業規模拡充を推進
するため、引き続き周知等に取り組んでい
く。

産業振興課なし

（６）産業振興促進事項

産業振興促
進区域 業種 計　画　期　間 Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組



目標指数及び達成率

事業計画実施状況

持続的発展
施策

区分 R5 R6

(1)電気通信
施設等情報
化のための
施設
その他情報
化のための
施設

地域ＢＷＡシステム基地局整備支援事業
　　事業者による基地局の整備を支援す
る

Ｃ Ｃ

実績なし。 実績なし。 事業者について、検討を促した。泊地域への整備
にむけて、引き続き事業者と協議を継続する。

事業者について、検討を促した。泊地域への
整備にむけて、引き続き事業者と協議を継続
する。

デジタル・みら

い戦略課

ゆりはまネット放送整備更新事業
　光ケーブル網サブセンターの機器更新

Ｂ Ｂ

東郷サブセンター放送設備更新（事業費
25,465千円）

泊サブセンター放送設備更新（事業費
17,270千円）
センタースイッチ更新業務（泊・東郷）
（事業費36,300千円）

設備の耐用年数更新を実施するとともに、光通信
の送信の信号レベルを１Ｇから１０Ｇ対応に機能
強化した。Ｒ６は泊サブセンターを同様の機能強
化を行う。

設備の耐用年数更新を実施するとともに、光
通信の送信の信号レベルを１Ｇから１０Ｇ対
応に機能強化した。Ｒ７は羽合サブセンター
を同様の機能強化を行う。

デジタル・みら

い戦略課

(2)過疎地域
持続的発展
特別事業
その他

デジタルデバイド（情報格差）解消事業
　デジタルデバイド（情報格差）解消の
ため、高齢者等への情報技術習得機会の
提供や、情報学習を支援

Ｂ Ｂ

地域おこし協力隊により羽合、東郷、泊
の各地域において、個別相談及び教室を
開催。

１２月以降、地域おこし協力隊により羽
合、東郷、泊の各地域において、個別相談
及び教室を開催。

羽合、東郷、泊地域を毎週、１日ずつ回ってお
り、順調に推移。ただし、地域おこし協力隊が年
度途中で退職し、協力隊が欠員となったため、令
和６年１月からは個別相談会が開催できなくなっ
た。２月・３月は週１回のみＴＣＣの協力の元、
代替開催した。令和６年度以降も地域おこし協力
隊の募集を行うとともに、ＴＣＣに協力を仰ぎ実
施する。また、地域の異世代交流による対策事業
の導入を検討する。

欠員となっていた地域おこし協力隊が新たに
１１月に着任した。欠員期間中は、令和６年
１１月末まで個別相談会が開催できなかっ
た。４月～６月は月２回のみＴＣＣの協力の
元、代替開催した。１２月以降は、羽合、東
郷、泊地域を毎週、１日ずつ回っており、順
調に推移。令和７年度以降も引き続き実施の
予定。また、地域の異世代交流による対策事
業の導入を検討する。

デジタル・みら

い戦略課

ＳＮＳ活用情報発信事業
　ＬＩＮＥ公式アカウントによる効果的
な行政情報発信

Ｂ Ｂ

町公式ＬＩＮＥ導入事業（事業費
918,500円）

町主催イベントで友だち登録を斡旋するチ
ラシ配布を実施（６イベント）。
ＬＩＮＥトップ画面のイメージ画像を季節
に応じて４回更新した。

町公式ＬＩＮＥを構築し、住民への情報発信を強
化する。R6.3末時点で、ＬＩＮＥともだち登録319
名となった。今後、コンテンツを充実し、ともだ
ち登録者数をさらに増やすように広報に努める。

町公式ＬＩＮＥを構築し、住民への情報発信
を強化する。R7.3末時点で、ＬＩＮＥともだ
ち登録642名となった。今後、コンテンツを
充実し、ともだち登録者数をさらに増やすよ
うに広報に努める。

デジタル・みら

い戦略課

４．地域における情報化（P43）　　　　　　　　　　　　

Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

３．地域に
おける情報
化

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

インターネット加入率

の向上（泊地域） 実績値
ＴＣＣ（鳥取中央有線放送株式

会社）加入率（％）
44.29 47 49 51 52

ＴＣＣによるキャンペーン等広報を行った。

引き続き制度周知を働きかけていく。

ＴＣＣによるキャンペーン等広報を行った。

引き続き制度周知を働きかけていく。
52

達成度 90% 94% 98% 100%

インターネット加入率

の向上（東郷地域） 実績値
ＴＣＣ（鳥取中央有線放送株式

会社）加入率（％）
35.90 33 34 35

ＴＣＣによるキャンペーン等広報を行った。

引き続き制度周知を働きかけていく。

ＴＣＣによるキャンペーン等広報を行った。

引き続き制度周知を働きかけていく。
40

達成度 0% 83% 85% 88%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

デジタル・み

らい戦略課

デジタル・み

らい戦略課



目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

４．交通施
設の整備、
交通手段の
確保

(1)市町村道

道路

甲亀山線（防災）
　越波対策　　Ｌ＝６１．１ｍ

Ｂ Ｂ

R4工事完了 R4工事完了 R4工事完了。 R4工事完了。 建設水道課

原線（防災）
　落石対策　　Ｌ＝３３．６ｍ Ｂ Ｂ

R4工事完了 R4工事完了 R4工事完了。 R4工事完了。 建設水道課

原線（バイパス）

Ｃ Ｃ

進捗なし。 進捗なし。 現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業を優
先して実施しているため、道路新設・改良・拡幅
などの事業進捗が図れていない。また、国の社会
資本整備総合交付金の交付状況に道路事業の進捗
が影響されるため、当該路線の現状での優先順位
を示すことは困難である。

現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業
を優先して実施しているため、道路新設・改
良・拡幅などの事業進捗が図れていない。ま
た、国の社会資本整備総合交付金の交付状況
に道路事業の進捗が影響されるため、当該路
線の現状での優先順位を示すことは困難であ
る。

建設水道課

宇谷溜池線（道路延長）

Ｃ Ｃ

進捗なし。 進捗なし。 現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業を優
先して実施しているため、道路新設・改良・拡幅
などの事業進捗が図れていない。また、国の社会
資本整備総合交付金の交付状況に道路事業の進捗
が影響されるため、当該路線の現状での優先順位
を示すことは困難である。

現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業
を優先して実施しているため、道路新設・改
良・拡幅などの事業進捗が図れていない。ま
た、国の社会資本整備総合交付金の交付状況
に道路事業の進捗が影響されるため、当該路
線の現状での優先順位を示すことは困難であ
る。

建設水道課

Ｒ５
評価

事業計画実施状況

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

５．交通施設の整備、交通手段の確保（P45）
（１）交通施設の整備

Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

橋りょうの延命化（泊

地域）

実績値 橋りょう修繕率（％） 38.5 46.1 46.1 46.7 46.7

全15橋の中で、R2年度調査により修繕が必要

な9橋の内、橋梁の損傷具合等を考慮し町内全

体で計画的に補修工事を実施している。泊地域

については、R5年度は工事を実施していな

い。

今後も老朽化等の状況を確認し、計画的に修

繕を行っていく。

全15橋の中で、R2年度調査により修繕が必要

な9橋の内、橋梁の損傷具合等を考慮し町内全

体で計画的に補修工事を実施している。泊地域

については、R6年度は工事を実施していな

い。

今後も老朽化等の状況を確認し、計画的に修

繕を行っていく。

69.2

達成度 5橋／13橋 6橋／13橋 6橋／13橋 7橋／15橋 7橋／15橋 9橋／13橋

橋りょうの延命化（東

郷地域）

実績値 橋りょう修繕率（％） 24.2 35.5 56.3 58.8

全80橋の中で、R2年度調査により修繕が必要

な50橋の内、橋梁の損傷具合等を考慮し町内

全体で計画的に補修工事を実施している。東郷

地域については、R5年度は工事を実施してい

ない。

今後も老朽化等の状況を確認し、計画的に修

繕を行っていく。

全80橋の中で、R2年度調査により修繕が必要

な50橋の内、橋梁の損傷具合等を考慮し町内

全体で計画的に補修工事を実施している。東郷

地域については、R6年度は前田橋及び方面橋

の補修工事を実施。

今後も老朽化等の状況を確認し、計画的に修

繕を行っていく。

62.9

達成度 15橋／62橋 0% 22橋／62橋 45橋／80橋 47橋／80橋 39橋／62橋

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

建設水道課

建設水道課



宇谷荒浜線（側溝改良）

Ｃ Ｃ

進捗なし。 進捗なし。 現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業を優
先して実施しているため、道路新設・改良・拡幅
などの事業進捗が図れていない。また、国の社会
資本整備総合交付金の交付状況に道路事業の進捗
が影響されるため、当該路線の現状での優先順位
を示すことは困難である。

現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業
を優先して実施しているため、道路新設・改
良・拡幅などの事業進捗が図れていない。R7
年度に実施すべく予算を確保した。

建設水道課

方面高辻線（道路拡張）

Ｃ Ｃ

進捗なし。 進捗なし。 現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業を優
先して実施しているため、道路新設・改良・拡幅
などの事業進捗が図れていない。また、国の社会
資本整備総合交付金の交付状況に道路事業の進捗
が影響されるため、当該路線の現状での優先順位
を示すことは困難である。
R6年度から測量設計を実施する。

現状では、緊急度の高い防災関連の道路事業
を優先して実施しているため、道路新設・改
良・拡幅などの事業進捗が図れていない。ま
た、国の社会資本整備総合交付金の交付状況
に道路事業の進捗が影響されるため、当該路
線の現状での優先順位を示すことは困難であ
る。

建設水道課

埴見第２支線（道路改良）

Ｂ Ｂ

事業着手に向けた地元調整 工事着手 隣接する埴見第４支線を優先して実施し、R5年度
に工事完了した。
埴見第２支線については、R4測量設計を完了。令
和5年度地元調整を実施し同意を得た。
令和6年度から用地調査、用地買収及び工事を実施
する。

隣接する埴見第４支線を優先して実施し、R5
年度に工事完了した。
埴見第２支線については、R4測量設計を完
了。令和5年度地元調整を実施し同意を得
た。
令和6年度から一部用地買収及び工事を実施
した。
令和7年度も用地買収及び工事を実施する。

建設水道課

冠水対策事業
（道路嵩上げ、側溝整備）

Ｃ Ｂ

進捗なし。 詳細設計着手。一部工事着手。 国の社会資本整備総合交付金の交付状況に道路事
業の進捗が影響されるため、当該路線の現状での
優先順位を示すことは困難である。
令和6年度以降、設計を行い、冠水対策工事を実施
する予定である。

国の社会資本整備総合交付金の交付状況に道
路事業の進捗が影響されるため、当該路線の
現状での優先順位を示すことは困難である。
令和6年度は都計11号線外及び宇野川端線外
の詳細設計に着手した。また、都計2号線の
冠水対策工事を実施した。
令和7年度は設計及び工事着手を実施する予
定である。

建設水道課

地域除雪活動支援事業

Ｂ Ｂ

実績：33区
事業費（補助金）：1,206,000円

実績：33区
事業費（補助金）：967,000円

地域が実施する除雪活動に対して、活動経費を補
助した。
今後も継続して支援を実施していく。

地域が実施する除雪活動に対して、活動経費
を補助した。
今後も継続して支援を実施していく。

建設水道課

除雪機械運転手育成事業

Ｂ Ｂ

実績：1事業所 1名
事業費（補助金）：67,000円

実績：3事業所 6名
事業費（補助金）：666,000円

除雪機械の運転に必要な資格の取得に対して、支
援を行った。
今後も継続して支援を実施していく。

除雪機械の運転に必要な資格の取得に対し
て、支援を行った。
今後も継続して支援を実施していく。

建設水道課

道路網再編計画調査研究
（小浜・園地区国道・ＪＲ横断）
（一里浜線　宇谷延長、インターアクセ
ス、佐美・門田バイパス等）

Ｃ Ｃ

進捗なし。 進捗なし。 外部委託での計画調査研究を予定しているが、他
の道路事業を優先するため未着手である。今後の
着手時期についても現状では未定である。

外部委託での計画調査研究を予定している
が、他の道路事業を優先するため未着手であ
る。今後の着手時期についても現状では未定
である。

建設水道課

　 橋りょう 橋りょう点検・修繕
　泊地域　１３基
　総延長　Ｌ＝２０２ｍ
　東郷地域
　総延長　Ｌ＝７１１ｍ Ｂ Ｂ

橋りょうについて点検を行った。 橋りょうについて点検を行った。
東郷地域の2橋の補修工事を実施した。

泊地域6橋、東郷地域29橋の点検を実施。橋梁の損
傷具合等を考慮した計画通り、R5年度は泊地域、
東郷地域共に工事を実施していない。
引き続き橋梁の長寿命化修繕計画に基づき、計画
的な点検補修を実施する必要がある。

泊地域1橋、東郷地域7橋の点検を実施。橋梁
の損傷具合等を考慮した計画通り補修工事を
実施し、R6年度は泊地域は工事を実施してい
ない。東郷地域は２橋の補修工事を実施し
た。
引き続き橋梁の長寿命化修繕計画に基づき、
計画的な点検補修を実施する必要がある。

建設水道課

(10）その
他

泊地下道改修　１箇所

Ｂ Ｂ

管理者である国土交通省倉吉河川国道事
務所と協議を行った。

管理者である国土交通省倉吉河川国道事務
所と協議を行った。

一般国道９号泊横断地下道が老朽化しており、上
屋補修について、国交省が道路施設として補修を
行い、町が引継ぎ管理を行うことで協議を行っ
た。
ワールドマスターズの開催もあり、早期の着手に
ついて依頼した。
令和４年３月議会にて道路認定済「町道地下道
線」
令和６年度以降、重複管理協定、内装の補修を実
施予定

一般国道９号泊横断地下道が老朽化してお
り、上屋補修について、国交省が道路施設と
して補修を行い、町が引継ぎ管理を行うこと
で協議を行った。
ワールドマスターズの開催もあり、早期の着
手について依頼した。
令和４年３月議会にて道路認定済「町道地下
道線」
令和７年度以降、重複管理協定、内装の補修
を実施予定

建設水道課



（２）交通手段の確保

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

(9)過疎地域
持続的発展
特別事業

公共交通

生活路線バス補助
　路線バスの運行実績に応じた赤字額を
町が補助 Ｂ Ｂ

バス運行事業者に対し、支援を行なっ
た。
事業費：12,362千円（12,361,665円）

バス運行事業者に対し、支援を行なった。
事業費：17,254千円（17,253,787円）

引き続き、交通網維持のため、支援を行なってい
く。

引き続き、交通網維持のため、支援を行なっ
ていく。

まちづくり企画

課

高齢者定期券購入費助成事業
　３カ月、６カ月、１年定期券の購入費
を助成 Ｂ Ｂ

泊地域：14人
東郷地域：11人
事業費：169千円

泊地域：16人
東郷地域：9人
事業費：155千円

広報ゆりはま等で周知を図り、定期購入費の補助
を行った。
引き続き、交通網維持のため、支援を行なってい
く。

広報ゆりはま等で周知を図り、定期購入費の
補助を行った。
引き続き、交通網維持のため、支援を行なっ
ていく。

まちづくり企画

課

　その他 共助交通支援事業
　住民相互による移動支援活動の支援・
補助

Ｂ Ｂ

原区により実施 原区により実施 原区が共助交通実施。 原区が共助交通実施。他地区でも実施される
よう、制度周知を行う。

まちづくり企画

課

事業計画実施状況

担当課

４．交通施
設の整備、
交通手段の
確保

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

バスの利用者の増（泊

地域） 実績値 高齢者定期券助成人数（人） 25 19 18 14 16

広報ゆりはま等で周知を図り、定期購入費の

補助を行った。引き続き、交通網維持のた

め、支援を行なっていく。

広報ゆりはま等で周知を図り、定期購入費の

補助を行った。引き続き、交通網維持のた

め、支援を行なっていく。

30

達成度 63% 60% 47% 53%

バスの利用者の増（東

郷地域） 実績値 高齢者定期券助成人数（人） 30 20 11 9

広報ゆりはま等で周知を図り、定期購入費の

補助を行った。引き続き、交通網維持のた

め、支援を行なっていく。

広報ゆりはま等で周知を図り、定期購入費の

補助を行った。引き続き、交通網維持のた

め、支援を行なっていく。

36

達成度 0% 56% 31% 25%

共助交通導入の支援

（泊地域） 実績値 団体数（団体） 0 0 1 1 1

広報や区への説明等実施し、R4年度から1団体

が実施している。今後も広報を継続し、共助交

通導入へつなげていく。

広報や区への説明等実施し、R4年度から1団体

が実施している。今後も広報を継続し、共助交

通導入へつなげていく。

3

達成度 0% 33% 33% 33%

共助交通導入の支援

（東郷地域） 実績値 団体数（団体） 0 0 0 0
泊地域では登録団体が1件あるが東郷地域では

実績なし。今後も町民への周知を図る。

泊地域では登録団体が1件あるが東郷地域では

実績なし。今後も町民への周知を図る。
3

達成度 0% 0% 0% 0%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

まちづくり企

画課

まちづくり企

画課

まちづくり企

画課

まちづくり企

画課



目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

５．生活環
境の整備

(1)水道施設

簡易水道

簡易水道事業
　老朽管路更新事業
　水源地・配水池整備事業 Ｂ Ｂ

日常監視により漏水状況等を確認。 日常監視により漏水状況等を確認。 日常監視（水道監視システム）により漏水状況を
確認し、更新管路の検討を進めた。
※水道監視システム：各水源地等に設置し、水道
配水量等を監視。

日常監視（水道監視システム）により漏水状
況を確認し、更新管路の検討を進めた。
※水道監視システム：各水源地等に設置し、
水道配水量等を監視。

建設水道課

事業計画実施状況

Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

６．生活環境の整備（P51）
（１）水道施設

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

水道有収率の向上（泊

地域）
実績値 （％） 84.7 93.25 93 94 86

日常監視により漏水状況等を確認し、漏水の

早期発見・早期修繕に努めた。引き続き、漏

水の早期発見・早期修繕に取り組む。

日常監視により漏水状況等を確認したが、早

期発見ができない漏水があり有収率が低下し

た。引き続き、漏水の早期発見・早期修繕に

取り組む。

90.0

達成度 H28～R2平均 104% 103% 104% 95% R3～R7平均

水道有収率の向上（東

郷地域） 実績値 （％） 77.9 77 80 80

日常監視により漏水状況等を確認し、漏水の

早期発見・早期修繕に努めた。引き続き、漏

水の早期発見・早期修繕に取り組む。

日常監視により漏水状況等を確認し、漏水の

早期発見・早期修繕に努めた。引き続き、漏

水の早期発見・早期修繕に取り組む。

85.0

達成度 H28～R2平均 0% 90% 94% 94% R3～R7平均

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

建設水道課

建設水道課



（２）下水処理施設　

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

５．生活環
境の整備

・農業集落排水施設の特定環境保全公共
下水道（泊浄化センター）への接続
　　泊浄化センターへの接続について検
討を行う。

Ｂ Ｂ

泊浄化センター改築設計時に農集排施設
の統合も視野に処理能力の検討を実施

進捗無し
（泊浄化センター改築工事に着手）

泊浄化センターへの接続について、業者による
データ収集に基づき処理施設間の接続検討を行っ
た。今後、費用対効果も考慮しつつ、有効なもの
から順次、事業実施について検討する。
令和6年度より泊浄化センターの改築を予定してい
るため、施設統合を視野に入れた改築計画の検討
を行う。

泊浄化センターの改築設計時に施設統合を視
野に入れた改築計画の検討を行った。
R6より改築工事に着手。

建設水道課

・農業集落排水施設間の接続（施設統廃
合）

Ｂ Ｂ

施設統合後の維持管理方針等について、
事業採択申請に必要となる維持管理適正
化計画の策定を実施

川上地区と高辻地区の統廃合の事業化に向
けた概要書の作成及び事業採択申請を行っ
た

令和7年度からの事業採択（国庫補助事業）に向け
て補助事業申請に必要な準備を進める。

令和7年度からの事業採択（国庫補助事業）
に向けて補助事業申請を行い、承認を得た。
令和７年度より実施設計、工事を進めてい
く。

建設水道課

・特定環境保全公共下水道、公共下水
道、農業集落排水処理事業の普及

Ｂ Ｂ

未普及対策として、東郷処理分区（旧東
郷中学校跡地）周辺の下水道整備に着手

未普及対策として、公共下水道東郷処理分
区（旧東郷中学校跡地）周辺の下水道整備
を実施。また、宅地造成に伴い特定環境保
全下水道区域（園地区１件、原地区１
件）、公共下水道東郷処理分区（長江地区
１件、龍島地区１件）、羽合処理分区（上
浅津地区１件、下浅津地区１件）の下水道
汚水桝整備を実施。

宅地化に合わせて今後も必要に応じて継続した下
水道整備を実施する。

宅地化に合わせて今後も必要に応じて継続し
た下水道整備を実施する。

建設水道課

その他 特定環境保全公共下水道（泊浄化セン
ター）、公共下水道（野花ポンプ場）の
各施設、管路、各マンホールポンプ場の
ストックマネジメント計画策定及び実施
設計に基づく改築事業
東郷池周辺内水浸水対策事業（雨水）

Ｂ Ｂ

ストックマネジメント計画に基づき泊浄
化センターの改築実施設計を実施
浸水対策事業については、松崎地区の排
水ポンプ場の整備に向けた支障移転補償
物件の調査を実施

ストックマネジメント計画に基づき泊浄化
センターの改築工事に着手。
浸水対策事業は、松崎地区の排水ポンプ場
の整備に向け用地補償の契約及び工事発注
を実施

ストックマネジメント計画に基づき、耐用年数が
経過する施設から計画的に改築更新事業を実施し
ていく。

東郷湖周辺内水浸水対策事業については、引き続
き松崎地区の排水ポンプ場建設に向けて取り組ん
でいく。

ストックマネジメント計画に基づき、耐用年
数が経過する施設から計画的に改築更新事業
を実施していく。現計画は令和８年度までの
計画で、２期目の計画策定に取り組んでい
く。

浸水対策事業については、引き続き松崎地区
の排水ポンプ場建設に向けて取り組んでい
く。

建設水道課

地方公営企業会計適用事業
　資産調査、整理及び会計システム導入

Ｂ Ｂ

継続して会計システムの支援業務を実施 継続して会計システムの支援業務を実施 令和4年度に企業会計に移行して二年目を迎えた。
また、企業会計（法適用）となってから初めての
決算となるため会計システムに係わる支援業務を
継続して実施。当面は継続した支援が必要と考え
る。

令和4年度に企業会計に移行して三年目を迎
えたが、会計システムに係わる支援業務を継
続して実施。当面は継続した支援が必要と考
える。

建設水道課

小規模集合排水の管路施設台帳調製・既
存公共下水道台帳システムへの移行

Ｂ Ｂ

進捗無し 公共下水道台帳システムへの移行を実施。 公共下水道台帳システムへの移行に向けた検討を
実施。今後、公共下水道台帳システムの更新に併
せて小規模集合排水施設の台帳化も実施予定。

公共下水道台帳システムへの移行を実施。今
後、管渠更新等があれば、システムの更新も
併せて行っていく。

建設水道課

事業計画実施状況

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

(2)下水処理
施設
公共下水道
（特定環境
保全公共下
水道、農業
集落排水処
理事業）

(7)過疎地域
持続的発展
特別事業

生活

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

下水道接続に係る水洗

化率の向上（泊地域） 実績値 （％） 95.8 94.7 96.1 95.9 96.3
下水道接続の上昇に向けて、周知広報を行っ

ていく。

下水道接続の上昇に向けて、周知広報を行っ

ていく。
97.0

達成度 R3 98% 99% 99% 99% R7

下水道接続に係る水洗

化率の向上（東郷地

域）

実績値 （％） 98.5 98.5 98.5 98.7
下水道接続の上昇に向けて、周知広報を行っ

ていく。

下水道接続の上昇に向けて、周知広報を行っ

ていく。
99.0

達成度 R3 0% 99% 99% 100% R7

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

建設水道課

建設水道課



持続的発展
施策

区分 R5 R6

５　生活環
境の整備

(7)過疎地域
持続的発展
特別事業

生活

環境パトロール
　分別の徹底、住民との協働
　各区のごみ排出状況を確認し、分別の
徹底について周知を行う。

Ｂ Ｂ

取組区域　実績：3区 取組区域　実績：0区　※全町件数：4区 東郷地域3区において、各区の代表立ち合いのも
と、不燃ごみ等の排出状況を確認した。

Ｒ６年度は羽合地域４区を実施した。各地域
において輪番で実施しているため泊地区では
R7、東郷地区ではR8に実施予定。

町民生活課

生ごみ分別回収・肥料化拡大事業
　取組区域の拡大支援 Ｂ Ｂ

取組区域　実績：7区
※全町件数：9区

取組区域　実績：7区　 ※全町件数：9区 新規の協力区が無かったため、今後も広報活動を
実施しリサイクルへの協力を仰ぎたい。

新規の協力区が無かったため、今後も広報活
動を実施しリサイクルへの協力を仰ぎたい。

町民生活課

生ごみ処理機購入助成
　購入助成　１件２万円 Ｂ Ｂ

実績：1件（事業費：20千円）　※全町
申請件数：7件

実績：3件（事業費：51千円）
※全町申請件数：5件

東郷地区において1件の補助を実施した。今後も広
報活動を強化しごみ減量を促進させたい。

泊地域1件、東郷地区において２件の補助を
実施した。今後も広報活動を強化しごみ減量
を促進させたい。

町民生活課

不法投棄監視員・環境美化促進員の委嘱
設置（地域内の巡視）
１名

Ｂ Ｂ

巡視回数　実績：72回
※全町件数：108回

巡視回数　実績：72回
※全町件数：108回

不法投棄監視員を泊・東郷地区担当として各１名
委嘱し、月１回の巡回を実施した。環境美化促進
員は3名を委嘱、泊・東郷地区において月2～3回の
巡回を実施した。小型冷蔵庫等のリサイクル家電
やタイヤ等の処理費のかかるものが増加傾向にあ
るため、今後も不法投棄と環境美化推進のため巡
回を行う。

不法投棄監視員を泊・東郷地区担当として各
１名委嘱し、月１回の巡回を実施した。環境
美化促進員は４名を委嘱、泊・東郷地区にお
いて月2～3回の巡回を実施した。小型冷蔵庫
等のリサイクル家電やタイヤ等の処理費のか
かるものが増加傾向にあるため、今後も不法
投棄と環境美化推進のため巡回を行う。

町民生活課

地域清掃・海岸清掃活動支援
　ボランティア清掃活動の回収
　ごみの処分 Ｂ Ｂ

ボランティア清掃実施回数
実績：23回　※全町件数：38回

ボランティア清掃実施回数
実績：28回　※全町件数：39回

泊地区では海岸清掃、東郷地区では東郷池周辺の
清掃活動が行われた。引き続き、清掃ボランティ
アを支援していく。

泊地区では海岸清掃、東郷地区では東郷池周
辺の清掃活動が行われた。引き続き、清掃ボ
ランティアを支援していく。

町民生活課

ごみ収集ステーションの設置・整備
　未設置行政区へ設置
　既存施設の整備

Ｂ Ｂ

ゴミステーションの設置補助　実績：2
件　※全町件数：4件

ゴミステーションの設置補助　実績：1件
※全町件数：2件

東郷地区において2件の修繕に対し補助を行った。
全区を対象に翌年度の新設・修繕の意向照会を実
施するとともに区長会において、ごみ収集ステー
ション及び補助制度の説明を行っており、今後も
衛生環境維持のため、制度を周知し、支援を行な
う。

泊地区において１件の修繕に対し補助を行っ
た。全区を対象に翌年度の新設・修繕の意向
照会を実施するとともに区長会において、ご
み収集ステーション及び補助制度の説明を
行っており、今後も衛生環境維持のため、制
度を周知し、支援を行なう。

町民生活課

持続的発展
施策

区分 R5 R6

５．生活環
境の整備

消防自動車購入事業
ＣＤ－１型　１台更新

Ａ Ａ

分団再編により、泊地域の２つの分団を
１つに統合し、消防自動車（旧第４分
団）の更新を実施しないこととした。

泊地域の消防団第4分団が管理している消防
自動車2台のうち、登録年数が20年を超える
車両は令和7年度中に廃車することが決定し
た。

泊地域の消防団である第４分団と第５分団を団員
減少により分団再編を実施した。それに伴い、令
和７年度に製造から２０年経過する第４分団の消
防自動車の更新は不要となった。今後は、東郷地
域の消防団のポンプ車が令和９年度に２０年を経
過するため、更新を検討していく。

泊地域の消防団第4分団が管理している消防
自動車2台のうち、登録年数が20年を超える
車両は令和7年度中に廃車することが決定し
た。
東郷地域では、第6分団の消防自動車が令和9
年度中に登録年数が20年を超えることから、
更新について検討する。

総務課

消防施設整備事業費補助
ホース、格納箱整備
　区の管理する消防ホース、格納箱につ
いて、整備費の補助を行う。

Ｂ Ｂ

補助件数　延35件
（泊地域11件　東郷地域24件）
※全町件数44件

補助件数　延25件
（泊地域12件　東郷地域13件）
※全町件数34件

区の管理する消防設備について、地域の申請に基
づき補助を行った。
今後も区長会において、補助制度の紹介を行って
いく。

区の管理する消防設備について、各区からの
申請に基づき補助を行った。
今後も区長会において、補助制度の紹介を
行っていく。

総務課

準中型免許及び普通二輪免許取得事業補
助　　　５件
　　消防団員の免許取得について、補助
を行う

Ｂ Ｂ

補助件数　実績：１件
※全町件数：１件

補助件数　実績：0件
※全町件数：0件

消防団バイク隊として、団員に対して普通二輪免
許取得事業の補助を１件実施し、バイク隊人員の
確保に努めた。
今後も引き続き団員に対して勧奨を行う。

申請者がなかったが、引き続き団員に対して
勧奨を行う。

総務課

(5)消防施設

Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

Ｒ５
評価

Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

　環境

（４）消防施設

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

（３）ごみの減量化と処理　

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容



（５）公営住宅

持続的発展
施策

区分 R5 R6

５．生活環
境の整備

(6)公営住宅 町営住宅の維持管理
　　町営住宅について設備の維持管理を
行う。

Ｂ Ｂ

町営住宅の維持管理を行った。
事業費：2,714千円

町営住宅の維持管理を行った。
事業費：2,024千円

水道、ガスの配管類やドア、床等建具の経年劣化
による修繕を実施し、適正な維持管理に努めた。

水道、ガスの配管類やドア、床等建具の経年
劣化による修繕を実施し、適正な維持管理に
努めた。

町民生活課

東郷地域松崎地区町営住宅建替事業

Ｂ Ｂ

上町団地の解体と建設が完成し、解体予
定の町営住宅からの移転者らの入居を実
施した。
事業費：432,748千円
上町団地：18戸

堀の内団地及び桜団地一部の解体後跡地整
備
を行った。
事業費：90,930千円

ほぼ計画通りの進捗であった。今後、堀の内団地
と桜団地の一部を解体し、跡地駐車場整備を実施
する。

堀の内団地と桜団地の一部を解体し、跡地整
備を実施した。今後、堀の内団地跡地利用及
び町営住宅長寿命化計画について見直しを行
い、維持管理を進める。

町民生活課

泊地域公営住宅の建替事業における民間
活力の導入可能性調査業務
　泊地域公営住宅の建替事業における民
間活力の導入可能性調査を行う。

Ｂ Ｂ

実績なし 実績なし 町営住宅等長寿命化計画に基づき東郷地域松崎地
区町営住宅建替事業を優先して行っていたため、
令和５年度は実績なし。東郷地域の事業終了後検
討を進める。

町営住宅長寿命化計画について見直しを行
い、泊地域を含む全町営住宅の建替え、維持
管理を進める。

町民生活課

（６）その他

持続的発展
施策

区分 R5 R6

５．生活環
境の整備

(7)　過疎地
域持続的発
展特別事業
　生活

現金自動預け払い機（ＡＴＭ）の整備補
助事業
　金融機関ＡＴＭの整備について、支援
を行なう。

Ｂ Ｂ

維持管理費の支援（補助率2/3）をし
た。
※維持管理交付金：400千円

維持管理費の一部を支援した。
※維持管理交付金：400千円（１年度分）

泊支所敷地内にＡＴＭ（１基）を設置し、供用開
始している山陰合同銀行に対し、維持管理費の一
部を支援した。
今後もＡＴＭ維持管理費の一部を支援することで
泊地域の地域生活の利便性を確保するとともに、
地域格差の解消につなげる。

泊支所敷地内にＡＴＭ（１基）を設置し、供
用開始している山陰合同銀行に対し、維持管
理費の一部を支援した。当面３年間としてい
る供用期間が令和７年度中に終了となるが、
今後も維持管理費の一部を支援することで設
置の存続について協議し、過疎化が進む泊地
域の地域生活の利便性を確保するとともに、
地域格差の解消につなげる。

町民生活課

買物環境確保支援事業

Ｂ Ｂ

実績：１件
※全町申請件数：１件（東郷地域）
事業費：3,000千円

実績：1件
※全町申請件数：１件（泊地域）
事業費：3,000千円

新規の小売店に対し、予定通り補助を行った。
今後も買物環境を整えるため、近隣に店舗がない
地域への新規出店を促せるよう制度周知を行って
いく。

新規の小売店に対し、予定通り補助を行っ
た。
今後も買物環境を整えるため、近隣に店舗が
ない地域への新規出店を促せるよう制度周知
を行っていく。

まちづくり企画

課

飲用水供給施設整備支援事業（水道法適
用外）
　老朽管路修繕事業
　水源地・配水池修繕整備事業

Ｂ

飲用水供給施設整備支援事業（水道法適用
外）
　水源地・配水池修繕整備1件　307千円

東郷地域の水道法適用外区域において、住民
の流出や高齢化により集落機能が特に衰えて
いる地域にあって、自己水源で生活している
個人に対し、生活するうえで必要不可欠な飲
用水施設の修繕のための補助事業を行った。
今後においても、必要に応じて実施する。

町民生活課

事業計画実施状況

Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価



７．子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進（P64）
（１）児童福祉　

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

(2)認定こど
も園

こども園整備事業
　泊地域内の２園を統合し、新たな施設
を整備

Ｃ Ｃ

【泊地域】
　2園の統合について、具体的な検討は
進んでいない。

【泊地域】
　2園の統合について、具体的な検討は進ん
でいない。

人口減少の見通しから、泊地域の2園は新築統合す
る方針としているが、現状では、他地域からの入
園が多くある。人口推移や他地域の状況を考慮し
ながら、統合する場合の場所や時期、規模につい
て検討したい。
【参考】H28：あさひ48人、わかば30人　計78人
　　　　R 4：あさひ45人、わかば48人　計93人
　　　　R 5：あさひ45人、わかば50人　計95人

人口減少の見通しから、泊地域の2園は新築
統合する方針としているが、現状では、他地
域からの入園が多くある。人口推移や他地域
の状況を考慮しながら、統合する場合の場所
や時期、規模について検討したい。
【参考】
  H28：あさひ48人、わかば30人　計78人
　R 4：あさひ45人、わかば48人　計93人
　R 5：あさひ45人、わかば50人　計95人
　R 6：あさひ43人、わかば46人　計89人

子育て支援課

こども園施設改修事業
　本地域のこども園の老朽箇所等の改修
を行い、良好な保育環境を維持する

Ｂ Ｂ

【泊地域】
わかばこども園プール改修工事（3,630
千円）、あさひこども園調理室エアコン
更新（1,524千円）ほか　計7件（6,598
千円）
【東郷地域】
とうごうこども園エコキュート改修工事
（10,491千円）ほか　計2件（10,585千
円）

【泊地域】
あさひこども園職員室エアコン更新（1,118
千円）、わかばこども園砂場パーゴラ撤去
（336千円）ほか　計4件（1,803千円）
【東郷地域】
まつざきこども園遊戯室照明改修工事
（2,409千円）、とうごうこども園砂場外枠
修繕工事（424千円）ほか　計4件（3,644
千円）

老朽化による緊急的な修繕や計画的な修繕、工事
を実施することで、子どもたちが健やかで安心し
て過ごせる環境を確保し園運営を進めることがで
きた。

老朽化による緊急的な修繕や計画的な修繕、
工事を実施することで、子どもたちが健やか
で安心して過ごせる環境を確保し園運営を進
めることができた。

子育て支援課

(8)過疎地域
持続的発展
特別事業
その他

出産・入学・卒業祝金支給事業
　第３子以降児の保護者へ出産祝金、小
学校入学祝金、中学校卒業祝金を支給

Ｂ Ｂ

出産祝金
【泊地域】0件
【東郷地域】5件（事業費250千円）
　※全町30件
入学祝金
【泊地域】0件
【東郷地域】11件（事業費330千円）
　※全町24件
卒業祝金
【泊地域】4件（事業費120千円）
【東郷地域】10件（事業費300千円）
　※全町34件

出産祝金
【泊地域】0件
【東郷地域】7件（事業費350千円）
　※全町28件
入学祝金
【泊地域】3件(事業費90千円）
【東郷地域】9件（事業費270千円）
　※全町35件
卒業祝金
【泊地域】3件（事業費90千円）
【東郷地域】10件（事業費300千円）
　※全町31件

児童を養育する家庭の経済的負担の軽減を図るこ
とができた。今後も引き続きHPや広報等で制度周
知を図っていく。

児童を養育する家庭の経済的負担の軽減を図
ることができた。今後も引き続きHPや広報等
で制度周知を図っていく。

子育て支援課

事業計画実施状況

６．子育て
環境の確
保、高齢者
等の保健及
び福祉の向
上及び増進

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

こども園の就学前入園

児童数の維持（泊地

域）

実績値
3月1日現在　入園児の実数

（人）
92 94 93 95 89

入園児童数については、維持を図ることが出

来た。引き続き、施設整備等を行っていく。

入園児童数については、維持を図ることが出

来た。引き続き、施設整備等を行っていく。
92

達成度 102% 101% 103% 97%

こども園の就学前入園

児童数の維持（東郷地

域）

実績値
3月1日現在　入園児の実数

（人）
190 219 197 197 197

入園児童数については、維持を図ることが出

来た。引き続き、施設整備等を行っていく。

入園児童数については、維持を図ることが出

来た。引き続き、施設整備等を行っていく。
190

達成度 115% 104% 104% 104%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

子育て支援課

子育て支援課



妊婦健康診査事業
　妊婦健康診査費助成で安全で健康的な
出産を支援

Ｂ Ｂ

【泊地域】7人（事業費：515千円）
【東郷地域】38人（事業費：2,535千
円）
　※全町件数117人（事業費：13,615千
円）

【泊地域】10人（事業費：576千円）
【東郷地域】33人（事業費：1,834千円）
　※全町件数123人（事業費：13,475千
円）

妊婦1人あたり平均約13回の健診助成を行い、妊婦
の安心安全な出産を支援することができた。

妊婦1人あたり平均約13回の健診助成を行
い、妊婦の安心安全な出産を支援することが
できた。

子育て支援課

ファミリーサポートセンター事業
　講習会、交流会の開催

Ｂ Ｂ

講習会の開催
　【泊地区】サポート会員数12人
【東郷地区】サポート会員数18人
　※全町サポート会員数：45人
　研修会等を実施した。　実施回数：0
回
　サポートを実施した。　実施回数：9
回
    (泊：0回、東郷：9回)

講習会・交流会の開催
　【泊地区】　サポート会員数11人
　【東郷地区】サポート会員数18人
※全庁サポート会員数：48人
研修会等を開催した。　実施回数：0回
サポートを実施した。　実施回数：4回
（泊：0回、東郷：4回）

ファミサポの利用により、保護者が安心して子育
てをする環境の支援を図ることができた。泊地区
と東郷地区の利用者の減少が見られるので、提供
会員の募集とともに周知活動に努めていく。ま
た、羽合地区で「初めてのファミサポ体験会」を
実施。東郷・泊地域での実施も検討する。

ファミサポの利用により、保護者が安心して
子育てをする環境の支援を図ることができ
た。泊地区と東郷地区の利用者が減少傾向に
あるため、提供会員を募集するとともに、
「初めてのファミサポ体験会」や「ファミサ
ポ説明会」「ファミサポ相談会」等を実施し
ながら周知活動に努める。

子育て支援課

泊・東郷放課後児童クラブ事業

Ｂ Ｂ

放課後の居場所を提供し、健全な児童の
育成を支援した。
【東郷第1】登録82人 事業費10,490千円
【東郷第2】登録34人 事業費8,954千円
【泊】登録54人 事業費8,935千円

放課後の居場所を提供し、健全な児童の育
成を支援した。
【東郷第１】登録81人　事業費10,502千円
【東郷第２】登録40人　事業費 8,907千円
【泊】　　　登録67人　事業費 8,902千円

安心して児童が過ごせる放課後の居場所を提供
し、保護者の子育てと仕事の両立支援をすること
ができた。

安心して児童が過ごせる放課後の居場所を提
供し、保護者の子育てと仕事の両立支援をす
ることができた。

子育て支援課

子育て支援センター事業
　育児相談、親子交流、保健相談
　　子育て支援センターの運営を図る

Ｂ Ｂ

子育て支援センターの運営に努めた。
【泊地域】泊支援センター開設日数：15
日
親子交流会：2回
【東郷地域】
東郷支援センター開設日数：58回
育児相談：3回　親子交流会：6回
保健相談会：5回

子育て支援センターの運営に努めた。
【泊地域】泊支援センター開設日数：16日
親子交流会：1回 育児相談：1回
【東郷地域】
東郷支援センター開設日数：39回
親子交流会：5回

新型コロナウイルス感染症が5類感染症となったこ
とにより、R5年度は泊支援センターを月1～2回程
度開所できた。町内全地域で未就園の親子が安心
して過ごせる場所を提供し、利用者同士の交流を
深めることができた。また、育児の悩みを共有し
ながら育児支援を図ることができた。

R6年度は泊支援センターを月1～2回程度、東
郷支援センターを月2回程度開所できた。町
内全地域で未就園の親子が安心して過ごせる
場所を提供し、利用者同士の交流を深めるこ
とができた。また、育児の悩みを共有しなが
ら育児支援を図ることができた。

子育て支援課

家庭子育て支援事業

Ｂ Ｂ

申請件数(R5.4.1～R6.3.31)：
【泊地域】9件　事業費：1,923千円
【東郷地域】13件　事業費：2,317千円
※全町件数：79件

申請件数(R6.4.1～R7.3.31)：
【泊地域】7件　事業費：1,662千円
【東郷地域】20件　事業費：4,085千円
※全町件数：90件

家庭子育て支援事業給付金の支給により、低年齢
児の家庭で子育てを選択する契機となり、経済的
支援に繋がったと考える。

家庭子育て支援事業給付金の支給により、低
年齢児の家庭で子育てを選択する契機とな
り、経済的支援に繋がったと考える。

子育て支援課

多子世帯保育料無償化
　こども園等へ入園する第３子以降及び
第１子と同時入所の第２子（所得要件あ
り）の保育料を無償化

Ｂ Ｂ

保育料無償：「泊地域　9人　事業費：
2,055千円」「東郷地域　16人　事業費
4,767千円」※全町件数：50人

保育料無償：「泊地域　9人　事業費：
2,315千円」「東郷地域　25人　事業費
6,313千円」※全町件数：79人

こども園に通う第3子以降の保育料について、無償
化を行い、子育てを行う家庭の経済的負担を軽減
することができた。

こども園に通う第3子以降、所得要件を満た
す第2子の保育料について、無償化を行い、
子育てを行う家庭の経済的負担を軽減するこ
とができた。

子育て支援課

児童虐待防止ネットワーク整備事業
　ゆりはますこやかライン（休日夜間電
話相談）の実施 Ｂ Ｂ

利用者数（件数）：【泊地域：0人】
【東郷地域：0人】　事業費：55千円
（電話料金）　※全町件数：２件

利用者数（件数）：【泊地域：0人】【東郷
地域：0人】　事業費：22千円（電話料金）
※全町件数：0件

子育て相談窓口として、24時間電話相談を実施し
ている。子育て相談は子育て支援課直通にかけて
こられる事が多く、実績はない。

子育て相談窓口として、24時間電話相談を実
施している。子育て相談は子育て支援課直通
にかけてこられる事が多く、実績はない。

子育て支援課

母子手帳アプリ情報配信サービス
　妊娠～子育て中の世代に対し子育てに
関する情報配信・相談を行う。 Ｂ Ｂ

利用者数（件数）：把握できない
事業費：　528千円　※全町件数：639人

利用者数（件数）：把握できない
事業費：　528千円　※全町件数：715人

妊娠中～子育て中の方に活用を促しており、情報
発信に努めることができた。今後も、保護者に役
立つ子育てに関する情報発信を行っていく。

妊娠中から子育て中の方に活用を促してお
り、情報発信に努めることができた。今後
も、保護者に役立つ子育てに関する情報発信
を行っていく。

子育て支援課

産前産後支援事業
　産前産後の妊産婦を対象に心身のケア
や家事援助等の支援を行う

Ｂ Ｂ

・デイサービス型：泊0件、東郷0件
※全町件数5件
・宿泊型：泊0件、東郷0件
※全町件数3件
・訪問型：泊0件、東郷1件（事業費6千
円）※全町件数7件
・ヘルパー派遣：泊0件、東郷0件　※全
町件数0件

・デイサービス型：東郷１件（全数5件）
　（事業費　13千円）
・宿泊型：０件（全数３件）
・訪問型：０件（全数８件）
・ヘルパー派遣：０件（全数０件）

産後ケア事業の利用により、産婦の心身のケアや
不安の解消を図った。今後も妊娠届出時及び訪問
時に事業の周知を行うとともに、医療機関との情
報共有を行い、心身の不調が軽度のうちに利用し
てもらえるようにしていく。

産後ケア事業の利用により、産婦の心身のケ
アや不安の解消を図った。今後も医療機関、
関係機関と情報共有を行い、心身の不調が軽
度のうちに利用してもらえるようにしてい
く。

子育て支援課

６．子育て
環境の確
保、高齢者
等の保健及
び福祉の向
上及び増進

(9)その他



乳児家庭全戸訪問事業
　生後４カ月までの乳児のいる家庭を訪
問し、必要な情報を提供を行った。 Ｂ Ｂ

訪問件数：泊5件、東郷27件
※全町件数：114件

訪問件数：泊4件、東郷19件
※全町件数：108件

乳児のいる家庭を訪問し、必要な情報提供や保護
者の育児不安の解消に努めた。訪問を通してその
後の支援の必要性も確認し、必要な支援につなげ
ていく。

乳児のいる家庭を訪問し、必要な情報提供や
保護者の育児不安の解消に努めた。訪問を通
してその後の支援の必要性も確認し、必要な
支援につなげていく。

子育て支援課

乳児健診事業
　３～４カ月児、９～１０カ月児の乳児
健診を医療機関へ委託実施 Ｂ Ｂ

健診件数：泊14件、東郷45件
事業費：371千円　※全町件数：236件

健診件数：泊9件、東郷：55件
※全数件数：２４７人

健診による疾病の早期発見や子育て不安の強い保
護者に対して支援ができるよう、健診を実施し
た。受診率100％を目標に、訪問時や健診時の声掛
けや個別での声かけを行っていく。

健診による疾病の早期発見や子育て不安の強
い保護者に対して支援ができるよう、健診を
実施した。受診率100％を目標に、訪問時や
健診時の声掛けや個別での声かけを行ってい
く。

子育て支援課

乳幼児健診事業
　６カ月児健診等各種健診を実施

Ｂ Ｂ

健診件数：泊7件、東郷23件
※全町件数：125件

健診件数：泊５件、東郷：１６件
※全数件数：１１２人

健診による疾病の早期発見や子育て不安の強い保
護者に対して支援ができるよう、健診を実施し
た。受診率100％を目標に、訪問時や健診時の声掛
けや個別での声かけを行っていく。

健診による疾病の早期発見や子育て不安の強
い保護者に対して支援ができるよう、健診を
実施した。受診率100％を目標に、訪問時や
健診時の声掛けや個別での声かけを行ってい
く。

子育て支援課

病児・病後児保育事業
　病気療養中又は病気回復期の児童を保
育し、保護者の就労と子育ての両立を支
援

Ｂ Ｂ

病児保育延べ利用件数：泊6件、東郷16
件※全町件数：54件
病後児保育延べ利用件数：泊0件、東郷4
件　※全町件数：6件

病児保育延べ利用件数：泊5件、東郷23件※
全町件数：47件
病後児保育：利用実績なし

【キッズケアポノ（R7.1～）：病児保育】
泊0件、東郷10件　※全町件数：28件

子の看護のための休暇が取得できない保護者の、
仕事と子育てを両立させる手段として定着してき
ている。

子の看護のための休暇が取得できない保護者
の、仕事と子育てを両立させる手段として定
着してきている。

子育て支援課

６．子育て
環境の確
保、高齢者
等の保健及
び福祉の向
上及び増進

(9)その他



（２）社会福祉

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

 (5)障害者福
祉施設

地域活動支援センター
　障害者総合支援法の施行により、市町
村が実施主体となる地域生活支援事業の
必須事業。保健福祉センターつわぶき荘
内に、障がい者等の創造的活動又は生産
活動の機会の提供、社会との交流促進を
図るために地域活動支援センターを設置
し、障がい者等の地域生活支援の促進を
図る。

Ｂ Ｂ

実績：泊地域1人（事業費：1,403千
円）、東郷地域3人（事業費：1,323千
円）　※全町申請件数：7人、5,161千円

実績：泊地域2人（事業費：1,673千円）、
東郷地域4人（事業費：4,012千円）　※全
町申請件数：8人、6,866千円

泊地域1人、東郷地域3人の対象者に対し、障がい
のある方の地域生活支援を実施することができ
た。

泊地域2人、東郷地域4人の対象者に対し、障
がいのある方の地域生活支援を実施すること
ができた。

福祉課

事業計画実施状況

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容 Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

認知症サポーターの養

成人数（泊地域）

実績値 0（人） 329 343 343 343 343

　令和5年度の実績はなく、令和7年サポー

ター数目標500人に対し、343人のまま増加は

なかった。令和6年度は各地区での研修会の開

催を推進する。

　令和6年度の実績はなく、令和7年サポー

ター数目標500人に対し、343人のまま増加は

なかった。令和7年度は各地区での研修会の開

催を推進する。

500

達成度 69% 69% 69% 69%

認知症サポーターの養

成人数（東郷地域）
実績値 31（人） 736 767 797 797

　各地区の人権推進委員に呼びかけを行い、

１地区養成講座を開催することができた。令

和6年度は各地区での開催を推進する。

　各地区の人権推進委員に呼びかけを行い、

１地区養成講座を開催することができた。令

和7年度は各地区での開催を推進する。

1,000

達成度 0% 77% 80% 80%

地区集会所、公民館の

バリアフリー改修（泊

地域）

実績値 （か所数） 2 0 0 1 0

区長会等で制度周知を行い、泊地区について1

件申請があった。今後も制度周知等を継続して

行う。

区長会等で制度周知を図ったが、Ｒ6年度は泊

地区で実施した地区はなかった。今後も制度

周知を継続する。

4

達成度 0% 0% 25% 0%

地区集会所、公民館の

バリアフリー改修（東

郷地域）

実績値 （か所数） 11 1 0 0

区長会等で制度周知を図ったが、Ｒ5年度は東

郷地区で実施した地区はなかった。今後も制

度周知を継続する。

区長会等で制度周知を図ったが、Ｒ6年度は東

郷地区で実施した地区はなかった。今後も制

度周知を継続する。

16

達成度 0% 6% 0% 0%

あいサポート研修実施

地区（泊地域）
実績値 （地区数） 3 0 0 1 1

令和5年度は、泊地域において1地区研修会を

実施した。今後も継続して周知啓発を図る。

令和6年度は、泊地域において研修会の実施は

なかった。今後も継続して周知啓発を図る。
6

達成度 0% 0% 17% 17%

あいサポート研修実施

地区（東郷地域） 実績値 （地区数） 4 2 2 2
令和5年度は、東郷地域で研修実施した地区は

なかった。今後も継続して周知啓発を図る。

令和6年度は、東郷地域で研修実施した地区は

なかった。今後も継続して周知啓発を図る。
8

達成度 0% 25% 25% 25%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

福祉課

福祉課

福祉課

福祉課

福祉課

福祉課



（8）過疎地
域持続的発
展特別事業
　その他

老人福祉センター・デイサービスセン
ター指定管理事業
（施設指定管理） Ｂ Ｂ

町老人福祉センター及びデイサービスセ
ンターの維持管理などを指定管理者を定
めて運営した。
（事業費　6,793千円）

町老人福祉センター及びデイサービスセン
ターの維持管理などを指定管理により運営
した。
（事業費 5,878千円）

利用者の利便性向上及び経費縮減のため、引き続
き指定管理者による適切な施設管理を行ってい
く。

利用者の利便性向上及び経費縮減のため、引
き続き指定管理者による適切な施設管理を
行っていく。

福祉課

介護予防・日常生活支援総合事業

Ｂ Ｂ

全町実績：筋トレ(延べ1612人)
　　　　脳トレ(延べ334人)
　　　　ミニデイ(延べ518人)
（事業費：34,562千円）

全町実績：筋トレ(延べ1028人)
　　　　ミニデイ(延べ419人)
       一般介護予防教室（延べ1062件）
（事業費：32,481千円）

前年度より利用者数が増加している。
（筋トレ・脳トレ・ミニデイ等11事業）

前年度より利用者数が増加している事業減少
している事業がある。
（筋トレ・脳トレ・ミニデイ等11事業）

福祉課

高齢者及び障がい者住宅改良助成事業
（総合福祉課）

Ｂ Ｂ

障がい者の住宅改良について制度周知を
行った。
実績：0件（事業費：0千円）　※全町申
請件数：2件（事業費：1,208千円）

障がい者の住宅改良について制度周知を
行った。
実績：0件（事業費：0千円）　※全町申請
件数：0件

令和5年度は、泊・東郷地区では障がい者について
は該当なし。広報等については実施できた。

令和6年度は、泊・東郷地区では障がい者に
ついては該当なし。HPを更新し、周知を行っ
た。

福祉課

高齢者及び障がい者住宅改良助成事業
（長寿福祉課）

Ｂ Ｂ

高齢者の住宅改良について、制度周知を
行った。
実績：0件（事業費：0千円）※全町申請
件数：1件（事業費：299千円）

高齢者居住環境整備事業
実績 1件（申請総数 2件）
事業費 375,300円（総事業費 1,718,579
円）
助成額 250,000円（総助成額 783,000円

令和5年度は、泊・東郷地区で高齢者について該当
なし。広報等については実施できた。

令和6年度は、泊・東郷地区で高齢者につい
て1件事業実施、広報等については実施でき
た。

福祉課

包括的支援事業（地域包括支援センター
の運営）
　総合相談
　介護予防ケアマネジメント Ｂ Ｂ

全町実績：総合相談（550件）
全町実績：介護予防ケアマネジメント
（235件）（事業費1,020千円）

全町実績：総合相談（251件）
全町実績：介護予防ケアマネジメント（248
件）（事業費1,074千円）

総合相談については、介護保険申請や認知症を含
む介護予防の相談が多くあり、適切にサービス利
用や医療機関へつながるように支援を行うことが
できた。ケアマネジメントについては、自立支援
を目標にケアマネジメントを行うことができた。

総合相談については、介護保険申請や認知症
を含む介護予防の相談が多くあり、適切に
サービス利用や医療機関へつながるように支
援を行うことができた。ケアマネジメントに
ついては、自立支援を目標にケアマネジメン
トを行うことができた。

福祉課

重度障がい者等タクシー料金助成事業
　高齢者タクシー料金助成事業

Ａ Ａ

実績：188件（泊74件、東郷114件）
（事業費1,284千円）
全町実績：356件
（事業費2,503千円）

実績：214件（泊85件、東郷129件）
（事業費1,622千円）
全町実績：418件
（事業費3,160千円）

申請件数は前年度比約70%増となり事業が浸透して
きているが、使用率は令和4年度の約69％から66％
と微減している。令和6年度から対象者の要件を見
直し、より利用しやすい制度としていく。

令和6年度より、対象者を65歳以上と改め、
運転免許を所持していても要介護3以上の認
定を受けている場合は助成対象とした結果、
令和5年度と比べ申請件数は前年度比約14%増
となり、使用率も令和5年度の約66％から
72％と増加した。

福祉課

６．子育て
環境の確
保、高齢者
等の保健及
び福祉の向
上及び増進

(9)その他 難聴高齢者補聴器購入費助成事業

Ｂ Ｂ

実績：9件（泊2件、東郷7件）
（事業費：264千円）
※全町実績：20件
（事業費594千円）

実績：4件（泊1件、東郷3件）
（事業費：120千円）
※全町実績：14件
（事業費420千円）

本事業は令和3年8月から開始した事業で、令和5年
度は26名の申請を予定していたが、申請者は20名
だった。
令和5年度は、年2回の町報への情報掲載により、
申請件数が微増したものの、まだ広く周知ができ
ていない状況である。広報活動にさらに力を入れ
て、より多くの方に利用していただけるようにす
る。

令和6年度は全町で14名の申請があった。申
請件数が減少傾向であるので、広報活動にさ
らに力を入れて、より多くの方に利用してい
ただけるようにする。

福祉課

小地域拠点集会所等バリアフリー事業

Ｂ Ｂ

実績：泊地域1件（事業費：102千円）、
東郷地域0件（事業費：0千円）　※全町
申請件数：2件、530千円

実績：泊地域0件（事業費：0千円）、東郷
地域0件（事業費：0千円）　※全町申請件
数：0件、0千円

東郷地域について該当なし、泊地域については1件
の実施があった。今後も継続して周知啓発に取り
組む。

東郷地域および泊地域について該当なし。今
後も継続して周知啓発に取り組む。

福祉課

重度障がい者等タクシー料金助成事業

Ｂ Ｂ

実績：泊地域4件（事業費：66千円）、
東郷地域7件（事業費：74千円）　※全
町申請件数：18件、229千円

実績：泊地域3件（事業費：39千円）、東郷
地域7件（事業費：71千円）　※全町申請件
数：16件、122千円

泊地域4件、東郷地域7件の申請があり、重度障害
者のタクシー利用料金助成を行うことができた。
今後も継続して周知啓発に取り組む。

泊地域3件、東郷地域7件の申請があり、重度
障害者のタクシー利用料金助成を行うことが
できた。今後も継続して周知啓発に取り組
む。

福祉課

中山間地域買物支援事業
　中山間地の買物支援事業者に対し、支
援を行なう。

Ｂ Ｂ

実績：1件
※全町申請件数：1件（東郷、泊地域で
の移動販売）

実績：なし 東郷、泊地域で移動販売を行っている事業者に対
し、支援を行った。今後も買い物困難地域におけ
る買い物環境の改善を図るとともに住民が中山間
地域で安心して暮らすための環境づくりを推進し
ていきたい。

東郷、泊地域で移動販売を行っている事業者
はあるが、令和５年度で３年間の交付期限が
終了。今後も買い物困難地域における買い物
環境の改善を図り、住民が中山間地域で安心
して暮らすための環境づくりを推進していき
たい。

まちづくり企画

課

社会福祉協議会への運営支援

Ｂ Ｂ

社会福祉協議会への支援を行なう。　事
業費：23,648千円　※全町分

社会福祉協議会への支援を行なう。　事業
費：24,385千円　※全町分

地域福祉に係る人件費等について補助することに
より、地域福祉の推進に資することができた。

地域福祉に係る人件費等について補助するこ
とにより、地域福祉の推進に資することがで
きた。

福祉課



老人福祉センター・デイサービスセン
ター施設整備事業
（施設整備・改修）

Ｂ Ｂ

デイサービスセンター玄関ホールのカー
ペット張替を行った。　事業費：880千
円

老人福祉センター浴室改修
　事業費 2,044,900円
デイサービスセンタートイレ改修
　事業費 781,000円

玄関ホールのカーペットに剥がれが生じ、利用者
の転倒に繋がるためカーペットの張替を行った。
建物全体が経年劣化により修繕が必要な箇所が出
てきており、今後も計画的に修繕していく必要が
ある。

老人福祉センターの浴室の床の補修及びデイ
サービスセンターの多目的トイレの修繕を
行った。建物全体が経年劣化により修繕が必
要な箇所が出てきており、今後も計画的に修
繕していく必要がある。

福祉課



８．医療の確保（P72）
（１）医　　療

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

各種がん検診
　対象者の50％受診（目標値）

Ｃ Ｂ

がん検診実施回数　（集団検診　35回、個
別医療機関検診　6月～R6.2月末の期間実
 【胃がん検診】
泊地域   実績：261件/対象者 1,594名
（16.4％）
東郷地域 実績：631件/対象者 3,707名
（17.0％）※全町受診者数 1,590件
  【肺がん検診】
泊地域   実績：316件/対象者 1,594 名
（19.8％）
東郷地域 実績：808件/対象者 3,707名
（21.8％）※全町受診者数 1,993件
　【大腸がん検診】
泊地域   実績：324件/対象者 1,594名
（20.3％）
東郷地域 実績：774件/対象者 3,707名
（20.9％）　※全町受診者数 1,887件
　【子宮がん検診】
泊地域   実績：149件/対象者 1,018名
（14.6％）
東郷地域 実績：370件/対象者 2,342名
（15.8％）　※全町受診者数 1,032件
  【乳がん検診】
泊地域   実績：95件/対象者 861名
（11.0％）
東郷地域 実績：215件/対象者 1,962名
（11％） ※全町受診者数   627件

がん検診実施回数（集団検診　29回、個別
医療機関検診　6月～R7.2月末の期間実施）
（※健診対象者数はR7.6.15現在の基準日
R7.3.31とする）

【胃がん検診】※全町受診者数 1,614件
泊地域　実績：243件／泊地域対象者1,558
名（15.6％）
東郷地域　実績：641件／東郷地域対象者
3,683　　名（17.4％）
【肺がん検診】※全町受診者数 2,053件
泊地域  実績：308件／泊地域対象者1,558
名（19.8％）
東郷地域　実績：851件／東郷地域対象者
3,683　　　名（23.1％）
【大腸がん検診】※全町受診者数 2,005件
泊地域　実績：319件／泊地域対象者1,558
名（20.5％）
東郷地域　実績：775件／東郷地域対象者
3,683　　　名（21.0％）
【子宮がん検診】※全町受診者数 1,141件
泊地域　実績：175件／泊地域対象者986名
（17.7％）
東郷地域　実績：359件／東郷地域対象者
2,312　　　名（15.5％）
【乳がん検診】※全町受診者数   669件
泊地域　実績： 107件／泊地域対象者841名
（12.7％）
東郷地域　実績：212件／東郷地域対象者
1,943
名（10.9％）

　集団健診でのがん検診の回数は35回。コロナ前
のR1の受診者数に達していないが、回復傾向。大
腸がんと子宮がん検診を除き、胃・肺・乳がん検
診受診者は昨年を上回った。3地域の会場設定、町
内巡回検診のみならず、大腸がん検診の窓口受付
や健康相談での受付といった新しい取り組みを実
施し、受診しやすい環境を整えたが、受付数は少
なかった。周知方法等の工夫を再検討する必要が
ある。
　また、休日健診の実施を2回から3回に増やし、
家族での受診や、50～60代といった平日就労して
いる層がより健診を受けやすい体制を整えるな
ど、目標に達成に向けて取り組んだ。
　５大がん受診者総数（全地域）はが令和４年度
受診者数より若干減ったため、評価を「C」とし
た。

　集団健診でのがん検診の回数は29回。コロ
ナ禍で一番の受診者数で、5大がん全てが前
年度受診者数を上回った。3地域の会場設
定、町内巡回検診のみならず、大腸がん検診
の窓口受付や健康相談での受付取り組みも実
施し、昨年度の窓口受付数は平年より多かっ
た。引き続き受診しやすい環境を整え、受診
率増加に努めていく。
　また、休日健診の実施を3回に増やして3年
経過したが、休日健診では、20歳代の若年層
とその親の世代がセットで受診、また、50～
60代の平日就労者が高齢期の家族を連れて受
診する傾向があるため、就労者の受診環境を
整えることが新たな健診受診者の開拓となっ
ていると評価できる。
　5大がん受診者総数（全地域）は、令和5年
度受診者数より増加したため、評価を「B」
とした。

健康推進課７．医療の
確保

(4)その他

事業計画実施状況

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

特定健診受診率（泊地

域）

実績値 （％） 33 34 37.6 40.9 37.9

令和5年6月から令和6年2月末までの期間中、

集団健診や個別医療機関での健診による特定

健康診査を実施するとともに、未受診者への

受診勧奨を年2回行った。今後も継続して実施

する。

令和6年6月から令和7年2月末までの期間中、

集団健診や個別医療機関での健診による特定

健康診査を実施するとともに、未受診者への

受診勧奨を年2回行った。今後も継続して実施

する。

60

達成度 57% 63% 68% 63%

特定健診受診率（東郷

地域）

実績値 （％） 37 38.2 38.2 41.0

令和5年6月から令和6年2月末までの期間中、

集団健診や個別医療機関での健診による特定

健康診査を実施するとともに、未受診者への

受診勧奨を年2回行った。今後も継続して実施

する。

令和6年6月から令和7年2月末までの期間中、

集団健診や個別医療機関での健診による特定

健康診査を実施するとともに、未受診者への

受診勧奨を年2回行った。今後も継続して実施

する。

60

達成度 0% 64% 64% 68%

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績 目標値
（R7）

担当課

健康推進課

健康推進課



特定健康診査・特定保健指導
　対象者の６０％受診（目標値）
　対象者の６０％指導（目標値）

Ｃ Ｂ

特定健診受診者（泊地域）　157名／泊
地域対象者　384名　　受診率40.9％
（東郷地域）332名／東郷地域対象者870
名
受診率38.2％
　※（全町）883名／全町対象者　2,298
名　受診率　38.4％
特定保健指導（泊地域） 8名／泊地域対
象者　 14名　　受診率57.1％
（東郷地域）13名／東郷地域対象者　33
名
受診率39.4%
※（全町）31名／全町対象者　74名
受診率　41.9％

特定健診受診者（泊地域）　141名／泊地域
対象者　372名　　受診率37.9％
（東郷地域）326名／東郷地域対象者795名
受診率41.0％
　※（全町）978名／全町対象者　2,457名
受診率　39.8％
特定保健指導（泊地域） 14名／泊地域対象
者　 16名　　受診率87.5％
（東郷地域）13名／東郷地域対象者　25名
受診率52.0%
※（全町）51名／全町対象者　80名
受診率　63.8％

令和5年6月から令和6年2月末までの期間中、集団
健診や個別医療機関での健診による特定健康診査
を実施するとともに、未受診者への受診勧奨を年2
回行ったが、受診率は泊地域では令和4年度より増
加したものの、泊地域40.9％、東郷地域は昨年並
みの38.2％と令和7年度の目標値60％には程遠い状
況である。町全体としては、令和4年度より増加し
ている。
　今後も、受診状況を分析し、結果を検証しなが
ら、受診勧奨を続けるほか、通院中で健診を受け
ていない人に対し、みなし健診の受診勧奨をする
など、未受診者対策をさらに強化していくことが
必要である。
　国が求める市町村国保における特定健康診査・
特定保健指導の目標値がそれぞれ60％であり、そ
れを目標値として定めているため、事業自体は計
画どおりに進めており、特定健診については、受
診勧奨等も行っているが、目標値に届かないた
め、評価を「C]としている。今後も国の定めた目
標値が達成できるよう、事業を計画的に進めてい
く。

　令和6年6月から令和7年2月末までの期間
中、集団健診や個別医療機関での健診による
特定健康診査を実施するとともに、未受診者
への受診勧奨を年2回行ったが、受診率は泊
地域が37.9％、東郷地域が41％であり、令和
7年度の目標値60％には程遠い状況である。
町全体としては、令和5年度より増加してい
る。
　特定保健指導については、保健指導レベル
に合わせた訪問指導を積極的に行った結果、
泊地域が87.5％、東郷地域が52.0％、町全体
として63.8％となった。
　今後も、受診状況を分析し、結果を検証し
ながら、受診勧奨を続けるほか、通院中で健
診を受けていない人に対し、みなし健診の受
診勧奨をするなど、未受診者対策をさらに強
化していくことが必要である。
　国が求める市町村国保における特定健康診
査・特定保健指導の目標値がそれぞれ60％で
あり、それを目標値として定めているため、
事業自体は計画どおりに進めており、特定健
診については、目標値には届かないが前年度
より増加していること、特定保健指導では目
標を上回ったため、評価を「Ｂ]とした。今
後も国の定めた目標値が達成できるよう、事
業を計画的に進めていく。

健康推進課

７．医療の
確保

(4)その他



（２）保健予防活動

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

予防接種事業
　予防接種法等に定められた予防接種の
実施]
　乳幼児インフルエンザ、おたふくか
ぜ、予防接種の一部助成

Ｂ Ｂ

乳幼児インフルエンザ　　R5実績：泊71
件（事業費：107千円）東郷173件（事業
費：260千円）　※全町申請件数：824件
おたふくかぜ　　R5実績：泊16件（事業
費：42千円）東郷27件（事業費：68千
円）　※全町申請件数：135件
予防接種　　R5実績：泊225件（事業
費：2,650千円）東郷：706件（事業費：
7,522千円）　※全町申請件数：3,243件

乳幼児インフルエンザ　　R6実績：泊47件
（事業費：71千円）東郷172件（事業費：
258千円）　※全町申請件数：725件
おたふくかぜ　　R6実績：泊6件（事業費：
16千円）東郷29件（事業費：73千円）　※
全町申請件数：137件
予防接種　　R6実績：泊196件（事業費：
1,778千円）東郷：799件（事業費：8,499
千円）　※全町申請件数：3,703件

定期予防接種の公費負担、任意予防接種の一部助
成により乳幼児の感染症予防、重症化予防に努め
ることができた。また定期的な医療機関の受診に
もつながっている。

定期予防接種の公費負担、任意予防接種の一
部助成により乳幼児の感染症予防、重症化予
防に努めることができた。また定期的な医療
機関の受診にもつながっている。

子育て支援課

インフルエンザ予防接種助成事業
　高齢者等への接種一部助成

Ｂ Ｂ

【泊】実績：527件（事業費：981千円）
【東郷】実績：1,224件（事業費：2,277
千円）
※全町申請件数：3,210件

【泊】実績：509件（事業費：947千円）
【東郷】実績：1,133件（事業費：2,108千
円）
※全町申請件数：2,991件

例年接種率60％代を推移している。R5年度は、当
初予算上70％の対象者への接種予定に対し、約
58.9％の対象者に予防接種を実施し、インフルエ
ンザのまん延を防止した。引き続き接種券の個別
送付や広報等による情報提供を実施し、まん延予
防に努める。

R6年度は、予算上60％の対象者への接種予定
に対し、約54.9％の対象者に予防接種を実施
し、インフルエンザのまん延を防止した。引
き続き接種券の個別送付や広報等による情報
提供を実施し、まん延予防に努める。

健康推進課

７．医療の
確保

(4)その他 肺炎球菌予防接種助成事業
　65歳から100歳まで（5歳刻み、60歳か
ら64歳の特定障がい者含む）の予防接種
費用を一部助成

Ｂ Ｂ

【泊】実績：29件（事業費：143千円）
【東郷】実績：71件（事業費：348千
円）
※全町申請件数：203件

【泊】実績：20件（事業費：98千円）
【東郷】実績：20件（事業費：98千円）
※全町申請件数：60件

H26年度に定期予防接種化し、R5年度末までは経過
措置で対象年齢が拡大されている。公費での接種
は生涯1人1回限りと規定されており、R5年度は、
予算上対象者の35％への接種予定に対し、接種率
は28.1％となった。10月に経過措置の終了につい
て町報で周知したこともあり、例年より、2月から
3月にかけて接種する者の割合が増加した。
Ｒ6年度からは経過措置が終了し対象者が「65歳の
者」等となるため、引き続き町報等で適切な情報
提供を行い、接種券を交付し発症予防に努める。

H26年度に定期予防接種化。対象年齢拡大の
経過措置が終了し、R6年度からは65歳の者
（60～64歳の特定障がい者含む）のみが対象
となり、R6年度の接種率は22.6％となった。
公費での接種は生涯1人1回限りと規定されて
おり、希望者が接種機会を逃さないよう、引
き続き町報等で適切な情報提供を行い、接種
券を交付し発症予防に努める。

健康推進課

Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容 Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

事業計画実施状況

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

地区健康教室の実施回

数（泊地域） 実績値 （回） 4 2 1 0 2

泊地域では羽合・東郷と比べて実施回数が少

ない。未実施の地区の区長や保健推進委員な

どへ声をかけて実施する。

泊地域では羽合・東郷と比べて実施回数が少

ない。未実施の地区の区長や保健推進委員な

どへ声をかけて実施する。

6

達成度 33% 17% 0% 33%

地区健康教室の実施回

数（東郷地域） 実績値 （回） 3 3 4 3

東郷地域は、実施地区が固定化している。未実

施の地区の区長や保健推進委員などへ声をかけ

て実施する。

東郷地域は、実施地区が固定化している。未実

施の地区の区長や保健推進委員などへ声をかけ

て実施する。

10

達成度 0% 30% 40% 30%

健康推進課

健康推進課

目標値
（R7）

担当課基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績



子宮頸がん予防ワクチン接種事業
　中学１年生～高校１年生の女子を対象

Ｂ Ｂ

【泊】実績：12件（事業費：534千円）
　　※2価4価12回、9価11回
【東郷】実績：45件（事業費：2,341千
円）
　　※2価4価25回、9価65回
9価ワクチンと2価4価ワクチンとで委託
料が異なり、いずれも１人3回の接種が
必要であるため、延べ接種回数で事業費
を算出
※全町申請件数：118件

【泊】実績：23件（事業費：1,314千円）
　　※2価4価1回、9価44回
【東郷】実績：58件（事業費：3,652千円）
　　※9価124回
9価ワクチンと2価4価ワクチンとで委託料が
異なり、1人2回または3回の接種が必要であ
るため、延べ接種回数で事業費を算出
※全町申請件数：201件

接種後の重篤な症状等の調査によりH25～R3年度ま
で積極勧奨が控えられ、接種者がいない年もあっ
たが、R4年度から接種券個別送付を再開し、R5年
度から新たに定期接種対象となった9価ワクチンに
ついても、同封のリーフレットやホームページで
情報提供した。予算上接種率20％の見込に対し、
15.8％の実績となった。積極勧奨を控えている間
に接種機会を逃した世代へのキャッチアップ接種
はR6年度末で終了のため、早期接種を勧奨し、子
宮頸がん発症予防に努める。

接種後の重篤な症状等の調査によりH25～R3
年度まで積極的勧奨が控えられ、接種者がい
ない年もあったが、R4年度から接種券の個別
送付を再開し、R6年度の接種率は25.3％と
なった。キャッチアップ接種が最終年度であ
り、国や医師会を挙げて周知したこともあ
り、17歳以上の接種率が増大した。引き続
き、対象者への個別勧奨や町報での周知を実
施し、国のチラシなどの広報媒体も活用しな
がら適切な情報提供に努めていく。

健康推進課

風しんワクチン接種費助成事業
　妊婦及びその夫や同居者などの接種費
用を一部助成

Ｂ Ｂ

【泊】実績：1件（事業費：6千円）
【東郷】実績：2件（事業費：16千円）
※全町申請件数：18件

【泊】実績：0件（事業費：0円）
【東郷】実績：5件（事業費：34千円）
※全町申請件数：14件

県内でも全国的にも風しんの流行がなく、申請件
数は十数件程度を推移している。予算上の助成見
込数19件に対し、18件の申請があり助成を実施。
流行前に予防することが重要であり、風しんの流
行状況にかかわらず、今後も関係課と連携し、事
業周知に努める。

県内でも全国的にも風しんの流行がなく、令
和2年度以降の申請件数は十数件程度で推移
している。令和6年度は助成見込数18件に対
し、14件の申請があり助成を実施。流行前に
予防することが重要であり、風しんの流行状
況にかかわらず、今後も関係課と連携し、事
業周知に努める。

健康推進課

不妊治療費助成事業
　不妊治療のうち体外受精、顕微授精及
び人工授精に要する経費の一部を助成
　不育症治療に要する経費の一部を助成 Ｂ Ｂ

実績：泊０件、東郷　実５人　延１３回
事業費：690,501円
※全町申請件数：実１５人　延２８回

実績：泊0件、東郷　実2人　延2回
事業費：54千円
※全町申請件数：実17人　延41回

特定不妊治療助成事業、人工授精費助成事業を実
施し、不妊治療で必要な費用の一部助成を行っ
た。妊娠を望む夫婦の選択肢として、不妊治療が
広く認知されるよう、周知していく必要がある。

特定不妊治療助成事業、人工授精費助成事業
を実施し、不妊治療で必要な費用の一部助成
を行った。妊娠を望む夫婦の選択肢として、
不妊治療が広く認知されるよう、周知してい
く必要がある。

子育て支援課

健康づくり事業
心と体の健康相談
月に１回実施
健康教室
集落の要望に応じて出張開催

Ｂ Ｂ

■健康相談（結果説明会含む）
合計17回実施。参加者412人
■健康教室
泊地区：0回
東郷地区：4回

■健康相談（結果説明会含む）
合計13回実施。参加者326人
■健康教室
泊地区：2回
東郷地区：3回

・月1回の健康相談日は、R5年度もテーマを決めて
実施したこと、R5年度からみんなの元気館と龍鳳
閣にも出向くようになったこと、さらに事業等で
周知を強化したことと、リピーターが増えたこと
が参加者増につながったと思われる。
・課題として、結果説明会については健診受診者
の参加率を高めるよう引き続き声掛けを行うほ
か、参加されない場合にも個別に健診結果を説明
する機会を設けて健康状態を把握してもらうよう
勧奨していく必要がある。
・健康教室については、実施地区が固定化してお
り未実施地区へ実施勧奨を行い、事業の周知を行
う必要がある。

・健康相談日は1回/月開催から1回/2カ月の
開催としたが、R6年度もテーマを決めて実施
したこと、東郷・泊地域にも出向くことで内
容の充実を図った。東郷地区においては、生
活習慣を改善し行動変容後の人が集まりやす
いゆアシス東郷龍鳳閣から総合相談センター
どれみに会場を変えたことにより参加者数は
減となったが、対象とすべき方の参加につな
げることができたと感じている。
・課題として、結果説明会については健診受
診者の参加率を高めるよう引き続き声掛けを
行うほか、参加されない場合にも個別に健診
結果を説明する機会を設けて健康状態を把握
してもらうよう勧奨していく必要がある。
・健康教室については、実施地区が固定化し
ており、未実施地区へ実施勧奨を行い、事業
の周知を行う必要がある。

健康推進課



９．教育の振興
（１）学校教育

目標指数及び達成率

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

学校教育活動に関わっ

た地域人材等の人数

（泊地域） 実績値 （人） 37 56 57 61 64

令和5年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は61人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

令和6年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は64人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

60

達成度 93% 95% 100% 100%

学校教育活動に関わっ

た地域人材等の人数

（東郷地域） 実績値 （人） 99 115 119 109

令和5年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は119人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

令和6年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は109人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

100

達成度 0% 100% 100% 100%

不登校児童生徒の出現

率（泊地域）

※小学校 実績値 （％） 1.94 3.84 4.38 1.72 1.63

小学校の不登校出現率は、目標の1.94％に対し

て1.72％と低い数値となった。今後も家庭及び

関係機関との連携を図りながら、児童への相

談対応等を行う。特に新規の不登校を生まな

い取組を重点に推進する。

小学校の不登校出現率は、目標の1.94％に対し

て1.63％と低い数値となった。今後も家庭及び

関係機関との連携を図りながら、児童への相

談対応等を行う。特に新規の不登校を生まな

い取組を重点に推進する。

1.94

達成度 51% 44% 100% 100%

不登校児童生徒の出現

率（泊地域）

※中学校

実績値 （％） 4.69 2.13 4.65 1.61 0

中学校の不登校出現率は、目標の4.69％に対し

て1.61％と低い状況となった。来年度は教育相

談員の配置、スクールカウンセラーの派遣等

を行うとともに、家庭及び関係機関との連携

を図りながら、生徒への相談対応等を行う。

加えて、専門家を招聘しての研修や現地指導を

計画し、特に新規の不登校を生まない取組を

重点に推進する。

中学校の不登校出現率は、目標の4.69％に対し

て0％となった。来年度も教育相談員の配置、

スクールカウンセラーの派遣等を行うととも

に、家庭及び関係機関との連携を図りなが

ら、生徒への相談対応等を行う。加えて、専門

家を招聘しての研修や現地指導を計画し、特に

新規の不登校を生まない取組を重点に推進す

る。

4.69

達成度 100% 100% 100% 100%

不登校児童生徒の出現

率（東郷地域）

※小学校
実績値 （％） 1.05 1.46 1.87 1.59

小学校の不登校出現率は、目標の1.05％に対し

て1.87％と高い状況となった。今後も家庭及び

関係機関との連携を図りながら、児童への相

談対応等を行う。特に新規の不登校を生まな

い取組を重点に推進する。

小学校の不登校出現率は、目標の1.05％に対し

て1.59％となり、昨年度より減少しているもの

の目標値より高い状況となった。今後も家庭

及び関係機関との連携を図りながら、児童へ

の相談対応等を行う。特に新規の不登校を生

まない取組を重点に推進する。

1.05

達成度 0% 72% 56% 66%

不登校児童生徒の出現

率（東郷地域）

※中学校

実績値 （％） 2.36 5.69 8.59 5.34

中学校の不登校出現率は、目標の2.36％に対し

て8.59％と昨年度よりも非常に高い数値となっ

た。来年度は教育相談員の配置、スクールカ

ウンセラーの派遣等を行うとともに、家庭及

び関係機関との連携を図りながら、生徒への

相談対応等を行う。加えて、専門家を招聘して

の研修や現地指導を計画し、特に新規の不登

校を生まない取組を重点に推進する。

中学校の不登校出現率は、目標の2.36％に対し

て5.34％と昨年度より減少しているものの目標

値より高い数値となった。来年度も教育相談

員の配置、スクールカウンセラーの派遣等を

行うとともに、家庭及び関係機関との連携を

図りながら、生徒への相談対応等を行う。加

えて、専門家を招聘しての研修や現地指導を計

画し、特に新規の不登校を生まない取組を重

点に推進する。

2.36

達成度 0% 41% 27% 44%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

①大型提示装置の設置

実績値 （％） 50.0 68.5 79.6 90.7 100

小学校の大型提示装置については、機器を設

置し、90.7％となった。今後も計画的に機器整

備を行っていく。

小学校の大型提示装置については、機器を設

置し、100％となった。今後も計画的に機器整

備を行っていく。

100.0

※小学校 達成度 69% 80% 91% 100%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

①大型提示装置の設置 実績値 （％） 100.0 100 100 100 100

中学校の大型提示装置については、機器を設

置し、100％と目標を達成した。今後、特別支

援学級の大型提示装置について、年次的な整

備を検討していく。

中学校の大型提示装置については、機器を設

置し、100％と目標を達成した。今後、特別支

援学級の大型提示装置について、年次的な整

備を検討していく。

100.0

※中学校 達成度 100% 100% 100% 100%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

②実物投影機の設置
実績値 （％） 50.0 68.5 79.6 90.7 100

小学校の実物投影機については、機器を設置

し、90.7％となった。今後も計画的に機器整備

を行っていく。

小学校の実物投影機については、機器を設置

し、100％となった。今後も計画的に機器整備

を行っていく。

100.0

※小学校 達成度 69% 80% 91% 100%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

②実物投影機の設置
実績値 （％） 100.0 100 100 100 100

中学校の実物投影機については、機器を設置

し、100％と目標を達成した。今後は、耐用年

数経過後の更新等について検討を行ってい

く。

中学校の実物投影機については、機器を設置

し、100％と目標を達成した。今後は、耐用年

数経過後の更新等について検討を行ってい

く。

100.0

※中学校 達成度 100% 100% 100% 100%

住んでいる地域や湯梨

浜町が好きと肯定的に

回答する児童の割合

（泊地域）

実績値 （％） 91.8 94.8 92.2 97.2 94.1

令和7年度目標値の91.8％に対して97.2％と目

標値を上回った。今後も総合的な学習の時間

等の学習により、地域への愛着を深める取組

を進めていく。

令和7年度目標値の91.8％に対して94.1％と目

標値を上回った。今後も総合的な学習の時間

等の学習により、地域への愛着を深める取組

を進めていく。

91.8

※小学校 達成度 100% 100% 100% 100%

実績値 （％） 95.1 95.0 99.4 98.2

令和７年度目標値の95.1%に対し99.4％とほぼ

目標値を大きく上回った。今後も総合的な学

習の時間等の学習により、地域への愛着を深

める取組を進めていく。

令和７年度目標値の95.1%に対し98.2％と目標

値を大きく上回った。今後も総合的な学習の

時間等の学習により、地域への愛着を深める

取組を進めていく。

95.1

達成度 0% 100% 100% 100%

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

目標値
（R7）

担当課

住んでいる地域や湯梨

浜町が好きと肯定的に

回答する児童の割合

（東郷地域）※小学校

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績



R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

学校教育活動に関わっ

た地域人材等の人数

（泊地域） 実績値 （人） 37 56 57 61 64

令和5年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は61人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

令和6年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は64人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

60

達成度 93% 95% 100% 100%

学校教育活動に関わっ

た地域人材等の人数

（東郷地域） 実績値 （人） 99 115 119 109

令和5年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は119人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

令和6年度に学校支援ボランティアに登録（保

険加入）し、活動していただいた人数は109人

であった。今後も学校支援ボランティアを募

り、学校教育活動に関わっていただける地域

人材等の増員に努める。

100

達成度 0% 100% 100% 100%

不登校児童生徒の出現

率（泊地域）

※小学校 実績値 （％） 1.94 3.84 4.38 1.72 1.63

小学校の不登校出現率は、目標の1.94％に対し

て1.72％と低い数値となった。今後も家庭及び

関係機関との連携を図りながら、児童への相

談対応等を行う。特に新規の不登校を生まな

い取組を重点に推進する。

小学校の不登校出現率は、目標の1.94％に対し

て1.63％と低い数値となった。今後も家庭及び

関係機関との連携を図りながら、児童への相

談対応等を行う。特に新規の不登校を生まな

い取組を重点に推進する。

1.94

達成度 51% 44% 100% 100%

不登校児童生徒の出現

率（泊地域）

※中学校

実績値 （％） 4.69 2.13 4.65 1.61 0

中学校の不登校出現率は、目標の4.69％に対し

て1.61％と低い状況となった。来年度は教育相

談員の配置、スクールカウンセラーの派遣等

を行うとともに、家庭及び関係機関との連携

を図りながら、生徒への相談対応等を行う。

加えて、専門家を招聘しての研修や現地指導を

計画し、特に新規の不登校を生まない取組を

重点に推進する。

中学校の不登校出現率は、目標の4.69％に対し

て0％となった。来年度も教育相談員の配置、

スクールカウンセラーの派遣等を行うととも

に、家庭及び関係機関との連携を図りなが

ら、生徒への相談対応等を行う。加えて、専門

家を招聘しての研修や現地指導を計画し、特に

新規の不登校を生まない取組を重点に推進す

る。

4.69

達成度 100% 100% 100% 100%

不登校児童生徒の出現

率（東郷地域）

※小学校
実績値 （％） 1.05 1.46 1.87 1.59

小学校の不登校出現率は、目標の1.05％に対し

て1.87％と高い状況となった。今後も家庭及び

関係機関との連携を図りながら、児童への相

談対応等を行う。特に新規の不登校を生まな

い取組を重点に推進する。

小学校の不登校出現率は、目標の1.05％に対し

て1.59％となり、昨年度より減少しているもの

の目標値より高い状況となった。今後も家庭

及び関係機関との連携を図りながら、児童へ

の相談対応等を行う。特に新規の不登校を生

まない取組を重点に推進する。

1.05

達成度 0% 72% 56% 66%

不登校児童生徒の出現

率（東郷地域）

※中学校

実績値 （％） 2.36 5.69 8.59 5.34

中学校の不登校出現率は、目標の2.36％に対し

て8.59％と昨年度よりも非常に高い数値となっ

た。来年度は教育相談員の配置、スクールカ

ウンセラーの派遣等を行うとともに、家庭及

び関係機関との連携を図りながら、生徒への

相談対応等を行う。加えて、専門家を招聘して

の研修や現地指導を計画し、特に新規の不登

校を生まない取組を重点に推進する。

中学校の不登校出現率は、目標の2.36％に対し

て5.34％と昨年度より減少しているものの目標

値より高い数値となった。来年度も教育相談

員の配置、スクールカウンセラーの派遣等を

行うとともに、家庭及び関係機関との連携を

図りながら、生徒への相談対応等を行う。加

えて、専門家を招聘しての研修や現地指導を計

画し、特に新規の不登校を生まない取組を重

点に推進する。

2.36

達成度 0% 41% 27% 44%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

①大型提示装置の設置

実績値 （％） 50.0 68.5 79.6 90.7 100

小学校の大型提示装置については、機器を設

置し、90.7％となった。今後も計画的に機器整

備を行っていく。

小学校の大型提示装置については、機器を設

置し、100％となった。今後も計画的に機器整

備を行っていく。

100.0

※小学校 達成度 69% 80% 91% 100%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

①大型提示装置の設置 実績値 （％） 100.0 100 100 100 100

中学校の大型提示装置については、機器を設

置し、100％と目標を達成した。今後、特別支

援学級の大型提示装置について、年次的な整

備を検討していく。

中学校の大型提示装置については、機器を設

置し、100％と目標を達成した。今後、特別支

援学級の大型提示装置について、年次的な整

備を検討していく。

100.0

※中学校 達成度 100% 100% 100% 100%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

②実物投影機の設置
実績値 （％） 50.0 68.5 79.6 90.7 100

小学校の実物投影機については、機器を設置

し、90.7％となった。今後も計画的に機器整備

を行っていく。

小学校の実物投影機については、機器を設置

し、100％となった。今後も計画的に機器整備

を行っていく。

100.0

※小学校 達成度 69% 80% 91% 100%

小中学校ＩＣＴ環境の

整備

②実物投影機の設置
実績値 （％） 100.0 100 100 100 100

中学校の実物投影機については、機器を設置

し、100％と目標を達成した。今後は、耐用年

数経過後の更新等について検討を行ってい

く。

中学校の実物投影機については、機器を設置

し、100％と目標を達成した。今後は、耐用年

数経過後の更新等について検討を行ってい

く。

100.0

※中学校 達成度 100% 100% 100% 100%

住んでいる地域や湯梨

浜町が好きと肯定的に

回答する児童の割合

（泊地域）

実績値 （％） 91.8 94.8 92.2 97.2 94.1

令和7年度目標値の91.8％に対して97.2％と目

標値を上回った。今後も総合的な学習の時間

等の学習により、地域への愛着を深める取組

を進めていく。

令和7年度目標値の91.8％に対して94.1％と目

標値を上回った。今後も総合的な学習の時間

等の学習により、地域への愛着を深める取組

を進めていく。

91.8

※小学校 達成度 100% 100% 100% 100%

実績値 （％） 95.1 95.0 99.4 98.2

令和７年度目標値の95.1%に対し99.4％とほぼ

目標値を大きく上回った。今後も総合的な学

習の時間等の学習により、地域への愛着を深

める取組を進めていく。

令和７年度目標値の95.1%に対し98.2％と目標

値を大きく上回った。今後も総合的な学習の

時間等の学習により、地域への愛着を深める

取組を進めていく。

95.1

達成度 0% 100% 100% 100%

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

目標値
（R7）

担当課

住んでいる地域や湯梨

浜町が好きと肯定的に

回答する児童の割合

（東郷地域）※小学校

基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績



持続的発展
施策

区分 R5 R6

８．教育の
振興

(1)学校教育
関連施設
　校舎
　屋内運動
場

泊小学校及び東郷小学校の省エネＬＥＤ
化工事　一式
　蛍光灯からＬＥＤ灯への取替工事

Ｃ Ｃ

実績　なし
事業費：0千円

実績　泊小学校の職員玄関、校舎西側、ラ
ンチルーム横、通学灯の水銀灯をLEDに改修
事業費：263千円

泊小学校空調機更新工事を優先したことなどか
ら、LED化は未実施となり「C」評価とした。
今後も施設全体で優先すべき事項（設備等の更
新・改修）に考慮しながら年次的に取り組んでい
く。

LED化が泊小学校の一部のみにとどまってお
り「Ｃ」評価とした。今後も施設全体で優先
すべき事項（設備等の更新・改修）に考慮し
ながら年次的に取り組んでいく。

教育総務課

泊小学校及び東郷小学校の空調機更新工
事一式
　冷暖房設備の更新工事 Ｂ Ｂ

実績　泊小学校の校長室、職員室、保健
室、図書室、調理室の空調機更新
事業費：13,765千円

実績　東郷小学校のコンピュータ室、スタ
ジオ、図書室、ラーニングセンター、音楽
室、ランチルームの空調機更新
事業費：64,679千円

更新時期を迎える空調機について、年次計画どお
りに更新を行った。今後も施設全体で優先すべき
事項（設備等の更新・改修）を考慮しながら年次
的に取り組んでいく。

更新時期を迎える空調機について、年次計画
どおりに更新を行った。今後も施設全体で優
先すべき事項（設備等の更新・改修）を考慮
しながら年次的に取り組んでいく。

教育総務課

東郷小学校の地盤改良事業
　地盤沈下改修のための調査設計及び改
修工事 Ｃ Ｃ

実績　なし
事業費：0千円

実績　なし
事業費：0千円

泊小学校空調機更新工事を優先したことなどか
ら、未実施となり「C」評価とした。今後、地盤沈
下により不陸が生じている犬走前の改修、破損し
ている竪樋及び雨水桝の改修等を行う。

東郷小学校空調機更新工事を優先したことな
どから、未実施となり「C」評価とした。今
後、地盤沈下により不陸が生じている犬走前
の改修、破損している竪樋及び雨水桝の改修
等を行う。

教育総務課

学校施設・設備の改修・更新
　老朽化等による泊小学校及び東郷小学
校の施設・設備の改修・更新

Ｂ Ｂ

実績　泊小学校：体育館放送機材更新、
屋外運動場改修等・東郷小学校：複合遊
具改修、ホール排煙窓改修等
事業費：5,987千円

実績　泊小学校：区分開閉器更新・東郷小
学校：ガスバルク調整器安全弁取付、区分
開閉器更新
事業費：5,289千円

更新が必要な泊小学校の体育館放送機材更新、東
郷小学校の複合遊具改修を行うなど、適宜対応し
た。今後も施設全体で優先すべき事項（設備等の
更新・改修）を考慮しながら年次的に取り組んで
いく。

更新が必要な泊小学校の区分開閉器更新、東
郷小学校のガスバルク調整器・安全弁取付を
行うなど、適宜対応した。今後も施設全体で
優先すべき事項（設備等の更新・改修）を考
慮しながら年次的に取り組んでいく。

教育総務課

屋外運動場 泊小学校環境整備
　イノシシ用侵入防止柵の改修等

Ｂ Ｂ

実績　なし
事業費：0千円

実績　なし
事業費：0千円

令和2年度に整備したイノシシ用の侵入防止柵の上
部に安全対策を講じ、校地内における鳥獣被害を
防止するとともに安全安心な学校環境を提供し
た。

令和2年度に整備したイノシシ用の侵入防止
柵の上部に安全対策を講じ、校地内における
鳥獣被害を防止するとともに安全安心な学校
環境を提供した。

教育総務課

老朽化等による泊小学校及び東郷小学校
の施設・整備の改修・更新

Ｂ Ｂ

実績　泊給食調理場の食器洗浄機及びガ
ス回転釜用バーナーの修繕
事業費：537千円

実績　泊給食調理場のフード取替工事
事業費：1,386千円

修繕が必要な食器洗浄機及びガス回転釜用バー
ナーの修繕を行った。今後も施設全体で優先すべ
き事項（設備等の更新・改修）を考慮しながら年
次的に取り組んでいく。

修繕が必要なフードの取替工事を行った。今
後も施設全体で優先すべき事項（設備等の更
新・改修）を考慮しながら年次的に取り組ん
でいく。

教育総務課

泊小学校厨房機器等　一式
　経年劣化による厨房機器等の更新

Ｂ Ｂ

実績　ステンレス製角型二重食缶購入
事業費：317千円

実績　ガス回転釜
事業費：1,298千円

ステンレス製角型二重食缶を購入し、安心安全な
給食を提供できる環境を整えた。厨房機器等の更
新については、優先すべき事項を考慮しながら年
次的に取り組んでいく。

ガス回転釜を購入し、安心安全な給食を提供
できる環境を整えた。厨房機器等の更新につ
いては、優先すべき事項を考慮しながら年次
的に取り組んでいく。

教育総務課

　給食施設 安全安心な給食を提供するための厨房機
器等の整備
　東郷小学校給食配送車　１台
　老朽化による配送車の更新

Ｃ Ｂ

実績　なし
事業費：0千円

実績　東郷学校給食配送車購入(部分払)
事業費：3,424千円

令和6年度に更新する予定としている。 東郷学校給食配送車を6月に発注。車両本体
部分は完成し、コンテナ部分は令和7年度に
完成し納車予定(R7.6月納車済)

教育総務課

(4)過疎地域
持続的発展
特別事業

　義務教育

泊小学校及び東郷小学校芝管理事業
　芝刈込、施肥、除草剤散布、散水等
　　泊小学校　9,825㎡
　　東郷小学校なかよし広場東側及び中
庭　９２８㎡

Ｂ Ｂ

実績　芝管理
事業費：3,499千円

実績　芝管理
事業費：3,671千円

良質な教育環境を維持するため、適切な芝管理を
行った。今後も良質な教育環境を維持するために
継続していく。

良質な教育環境を維持するため、適切な芝管
理を行った。今後も良質な教育環境を維持す
るために継続していく。

教育総務課

ふるさと教育推進事業
　郷土の良さを体験するための　学習及
び活動の推進
　文化伝承・スポーツ・食育・水産教室
等 Ｂ Ｂ

実績　学習活動
【泊小】水産教室、泊貝がら節体験、グ
ラウンドゴルフ体験、なしの袋かけ体験
等
事業費：89千円
【東郷小】梨の袋かけ体験、ドラゴンカ
ヌー体験等
事業費：65千円

実績　学習活動
【泊小】水産教室、泊貝がら節体験、グラ
ウンドゴルフ体験、なしの袋かけ体験等
事業費：111千円
【東郷小】梨の袋かけ体験、ドラゴンカ
ヌー体験等
事業費：86千円

ふるさとに愛着を持つ児童生徒育成のための各種
学習・体験活動を行った。今後もふるさとに愛着
を持つ児童生徒を育成するために事業を継続して
いく。

ふるさとに愛着を持つ児童生徒育成のための
各種学習・体験活動を行った。今後もふるさ
とに愛着を持つ児童生徒を育成するために事
業を継続していく。

教育総務課

担当課
Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

事業計画実施状況



遠距離通学児童通学費補助
　原及び宇谷地区から泊小学校まで通学
する児童が通学のために利用する一般乗
合旅客自動車の定期券購入費を補助
　東郷地域の羽衣石地区から東郷小学校
まで通学する児童に係る保護者の車両運
行費を補助

Ｂ Ｂ

実績　通学児童数：32人（泊小：30人、
東郷小2人）
事業費：770千円（泊小：746千円、東郷
小24千円）

実績　通学児童数：38人（泊小：36人、東
郷小2人）
事業費：932千円（泊小：906千円、東郷小
26千円）

原及び宇谷地区から泊小学校まで通学する全児童
のバス定期券購入費及び東郷地域の羽衣石地区か
ら東郷小学校まで通学する児童に係る保護者の車
両運行費を補助した。今後も対象地区児童の通学
のために本事業を継続していく。

原及び宇谷地区から泊小学校まで通学する全
児童のバス定期券購入費及び東郷地域の羽衣
石地区から東郷小学校まで通学する児童に係
る保護者の車両運行費を補助した。今後も対
象地区児童の通学のために本事業を継続して
いく。

教育総務課

特定地域選択制事業
　羽合小校区から泊小に通学するための
マイクロバス等の運行

Ｂ Ｂ

実績　通学児童数：16人
事業費：2,401千円

実績　通学児童数：20人
事業費：4,559千円

羽合小学校校区から泊小学校に通学する児童の登
下校のためのマイクロバスを運行した。今後も本
事業を継続していく。
※令和5年4月1日児童数：115人（前年比3人増）
　令和5年度特定地域選択制利用児童数：16人（前
年比増減なし）
※過疎債：2,200千円

羽合小学校校区から泊小学校に通学する児童
の登下校のためのマイクロバスを運行した。
今後も本事業を継続していく。
※令和6年4月1日児童数：123人（前年比8人
増）
　令和6年度特定地域選択制利用児童数：20
人（前年比4人増）
※過疎債：4,500千円

教育総務課

ＩＣＴ機器等更新（泊小学校・東郷中学
校・湯梨浜中学校）
　教育用・校務用・事務用のＩＣＴ機器
の更新

Ｂ Ｂ

実績　液晶ディスプレイ・AppleTV（泊
小学校・東郷小学校：各2台）、サー
バー（東郷小学校：1台）、タブレット
（湯梨浜中学校：32台）等の整備
事業費：5,811千円

実績　液晶ディスプレイ・AppleTV（泊小学
校・東郷小学校：各2台）、プロジェクター
（湯梨浜中学校：1台）、カラープリンタ
（泊小学校・東郷小学校・湯梨浜中学校：
各1台）等の整備
事業費2,240千円

泊小学校及び東郷小学校の液晶ディスプレイ・
アップルTVを整備した。また、更新時期を迎えた
東郷小学校のサーバ－及び湯梨浜中学校のタブ
レットを更新した。今後も計画的にICT機器等の更
新を行っていく。

泊小学校及び東郷小学校の液晶ディスプレ
イ・アップルTVを整備した。また、AirPrint
対応のカラープリンタを泊小学校・東郷小学
校・湯梨浜中学校で購入し、湯梨浜中学校の
プロジェクターを更新した。今後も計画的に
ICT機器等の更新を行っていく。

教育総務課

スクールバス運行委託事業
　泊・東郷地域から湯梨浜中学校に通学
する生徒用スクールバス２台の運行
　東郷地域（舎人及び花見地）から東郷
小学校に通学する児童用スクールバス３
台の運行

Ｂ Ｂ

実績　大型バス5台運行
事業費：51,913千円

実績　大型バス5台運行
事業費：56,032千円

泊及び東郷地域から湯梨浜中学校に通学する生徒
の登下校のためのスクールバスを２台運行すると
ともに、東郷地域（舎人及び花見）から東郷小学
校に通学する児童用スクールバスを３台運行し
た。今後も対象地区児童生徒の通学のために本事
業を継続していく。

泊及び東郷地域から湯梨浜中学校に通学する
生徒の登下校のためのスクールバスを２台運
行するとともに、東郷地域（舎人及び花見）
から東郷小学校に通学する児童用スクールバ
スを３台運行した。今後も対象地区児童生徒
の通学のために本事業を継続していく。

教育総務課

フリースクール等利用料助成事業
　不登校児童生徒が通うフリースクール
等の利用料、交通費及び実習費等の助成

Ｂ Ｂ

実績：0件
※全町申請件数：1件

実績：0件
※全町申請件数：2件

義務教育段階にある児童生徒の学びや成長を保障
するため、不登校児童生徒が通うフリースクール
等の利用料、交通費及び実習費を助成した。R5年
度は対象地域からの申請は無かったが、今後も不
登校児童生徒の学びや成長を保障するため、本事
業を継続していく。

義務教育段階にある児童生徒の学びや成長を
保障するため、不登校児童生徒が通うフリー
スクール等の利用料、交通費及び実習費を助
成した。R6年度は対象地域からの申請は無
かったが、今後も不登校児童生徒の学びや成
長を保障するため、本事業を継続していく。

教育総務課

高等学校 通学費助成事業
　高校生等の通学に要する定期乗車券の
購入費一部助成

Ｂ Ｂ

実績　47件
事業費：2,242千円
※全町申請件数：126件

実績　41件
事業費：2,098千円
※全町申請件数：119件

泊及び東郷地域の子育て家庭における経済的負担
を軽減するため、公共交通機関を利用して通学す
る高校生等の定期乗車券の購入に要する経費を助
成した。今後も子育て家庭における経済的負担を
軽減するため、本事業を継続していく。
※過疎債：700千円

泊及び東郷地域の子育て家庭における経済的
負担を軽減するため、公共交通機関を利用し
て通学する高校生等の定期乗車券の購入に要
する経費を助成した。今後も子育て家庭にお
ける経済的負担を軽減するため、本事業を継
続していく。
※過疎債：1,000千円

教育総務課



（２）　社会教育

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

中央公民館整備事業
　照明器具改修（ＬＥＤ化）

Ｃ Ｂ

未実施 エレベータ修繕工事　事業費　182千円
自動ドア修繕工事　事業費　418千円

これまで中央公民館のホール及び第2研修室、大講
堂、事務室の照明をLED照明に取り換えてきたが、
他室のLED照明化が未着手であるため、利用者が安
心・安全・快適に利用できる拠点施設として、町
民の集う場となるよう次年度以降計画的に取り組
んでいく。

エレベータと自動ドアの修繕を行った。
引き続き、施設の維持管理を行い、
安心・安全な施設の提供を行う。

生涯学習・人権

推進課

８．教育の
振興

泊体育館施設整備事業
　耐震補強改修の設計・工事・監理

Ｂ Ｂ

耐震補強工事を行った。
工事監理　2,783千円
耐震工事　49,000千円

実施済 耐震工事とそれに合わせてトイレも改修し、利用
者に安心・安全な施設の提供ができるようになっ
た。

実施済 生涯学習・人権

推進課

東郷体育館駐車場整備事業
　東郷体育館の駐車場整備 Ｂ Ｂ

駐車場整備工事を行った。
12,884千円

実施済 駐車場整備工事を行い、利用者に安心・安全な施
設の提供ができるようになった。

実施済 生涯学習・人権

推進課

泊体育施設整備事業
（野球場・テニス場等）
（施設整備・改修）

Ｂ Ｂ

テニス場フェンス改修工事を行った。
2,809千円

漏水修繕
事業費　64千円

テニス場のフェンス改修工事を行い、利用者に安
心・安全な施設の提供ができるようになった。

漏水の修繕を行った。
引き続き、施設の維持管理を行い、
安心・安全な施設の提供を行う。

生涯学習・人権

推進課

図書館施設整備事業
　（施設整備・改修）

Ｂ Ｂ

図書館箱樋の補修工事を行った。
事業費　1,497千円

照明器具改修工事（LED）
事業費　581千円

利用者に安心・安全な施設を提供することができ
た。
今後、閲覧ホールの照明改修を行う

閲覧室の照明器具の修繕（LED）を行った。
引き続き、他の場所のLED化などの施設の
維持管理を行い、安心・安全な施設の提供を
行う。

生涯学習・人権

推進課

しおさいプラザとまり施設整備事業
　（施設整備・改修）

Ｂ Ｂ

施設の維持・管理を行った。 非常通報装置設置工事
事業費　367千円

利用者に安心・安全な施設を提供することができた。非常通報装置の設置を行った。
引き続き、施設の維持管理を行い、
安心・安全な施設の提供を行う。

生涯学習・人権

推進課

公園施設 東郷運動公園施設整備事業
　施設整備計画の策定
　施設改修の設計・工事・監理

Ｂ Ｂ

灌水ポンプ改修工事
1,962千円

高圧ケーブル改修工事
5,785千円

灌水ポンプの改修を行い、施設の適切な管理がで
きるようになり、利用者に安心・安全な施設の提
供ができるようになった。

高圧ケーブルの改修工事を行った。
引き続き、施設の維持管理を行い、
安心・安全な施設の提供を行う。

生涯学習・人権

推進課

東郷運動公園指定管理事業
（施設指定管理）

Ｂ Ｂ

指定管理
13,700千円

指定管理
13,700千円

適切な施設管理ができた。
R5年からR9までの5年間の契約の1年目

指定管理者による施設管理を行った。（5年
契約の2年目）
引き続き、施設の管理・運営を行っていく。

生涯学習・人権

推進課

その他 文化会館整備事業
（施設整備・改修）

Ｂ Ｂ

施設の維持・管理を行った。 エアコン改修工事
6,116千円

利用者に安心・安全な施設を提供することができた。多目的ホールのエアコンの改修を行った。
引き続き、施設の維持管理を行い、
安心・安全な施設の提供を行う。

生涯学習・人権

推進課

　図書館

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

(3)公民館、
集会施設、
体育施設等

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

事業計画実施状況

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

グラウンド・ゴルフ発

祥地大会参加都道府県

数 実績値 （都道府県数） 23 21 21 23 20

新型コロナウイルス感染拡大防止により参加者

を768人から576人に減らして実施した。

（チーム数192は変更せず、１チームの人数を

4人から3人に変更した。）参加申込23都府

県。

参加者576人で実施した。

（チーム数192　１チーム3人）

参加申込20都府県

30

達成度 70% 70% 77% 67%

生涯学習・人

権推進課

目標値
（R7）

担当課基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績



(4)過疎地域
持続的発展
特別事業

生涯学習・
スポーツ

生涯学習促進事業
　各種講座や教室等、生涯学習活動の推
進

Ｂ Ｂ

中央公民館
　成人教育等教室の開催　43回
　事業費　346千円
泊分館
　成人教育等教室の開催　36回
　事業費　275千円

中央公民館
　成人教育等教室の開催　27回
　事業費　231千円
泊分館
　成人教育等教室の開催　28回
　事業費　286千円

新型コロナの感染拡大により中止となった事業も
あったが、成人教育、家庭青少年教育、体育・レ
ク、出前講座など感染対策を取りながら概ね実施
することができた。引き続き社会教育の拠点施設
として、町民に対する学びの場を提供する。

成人教育、家庭青少年教育、体育・レク、出
前講座など感染対策を取りながら概ね実施す
ることができた。引き続き社会教育の拠点施
設として、町民に対する学びの場を提供す
る。

生涯学習・人権

推進課

みんなの健康づくり事業
　幅広い年代の健康づくりを支援するた
めの体制づくりと運動教室の開催

Ｂ Ｂ

運動器具を整備したトレーニングルーム
に年間5,455人の利用があった。運動器
具を使う教室、ストレッチ教室及び健康
講座を計110回開催し延べ605人の参加が
あった。

運動器具を整備したトレーニングルームに
年間7,120人の利用があった。運動器具を使
う教室、ストレッチ教室及び健康講座を計
87回開催し延べ484人の参加があった。

トレーニングルームの利用については、当初の見
込みよりも多くの利用があった。次年度以降利用
者の増や新規の利用者の獲得を行う。
教室については、定員に満たなかったものがあ
り、内容や開催する時間帯の検討を行うととも
に、町スポーツに親しむ日にちなんでげんき館を
無料開放するなど充実した教室の開催を目指す。

トレーニングルームの利用については、当初
の見込みよりも多くの利用があった。次年度
以降利用者の増や新規の利用者の獲得を行
う。
教室については、定員に満たなかったものが
あり、内容や開催する時間帯の検討を行うと
ともに、町スポーツに親しむ日にちなんでげ
んき館を無料開放するなど充実した教室の開
催を目指す。

生涯学習・人権

推進課



１０．集落の整備（P88）

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

集落づくり総合交付金【再掲】 住民間の交流や助け合いを推進し、地域共生社会
の実現を進めるため、地域づくりや防犯環境の整
備を支援した。新型コロナウイルスの影響によ
り、活動を中止する事業もあった。今後も活動の
支援を推進する。

住民間の交流や助け合いを推進し、地域共生
社会の実現を進めるため、地域づくりや防犯
環境の整備を支援した。新型コロナウイルス
の影響により、活動を中止する事業もあっ
た。今後も活動の支援を推進する。

まちづくり企画

課

自主防災組織運営交付金
 各区の自主防災組織の活動等について
補助を行なう。

Ｂ Ｂ

実績：45区　交付額：1,978,000円
【内訳】
東郷：34区　交付額：1,445,500円
泊：11区　交付額：532,500円

実績：46区　交付額：1,995,500円
【内訳】
東郷：35区　交付額：1,452,000円
泊：11区　交付額：543,500円

自主防災組織の訓練等運営を支援し、集落づく
り・自主防災力の向上等を推進した。

自主防災組織の訓練等運営を支援し、集落づ
くり・自主防災力の向上等を推進した。

まちづくり企画

課

防犯灯維持管理交付金
　各区が設置している防犯灯について、
維持管理の支援を行なう。

Ｂ Ｂ

実績：51区　交付額：1,509,600円
【内訳】
東郷：38区　交付額：1,142,400円
泊：13区　交付額：367,200円

実績：51区　交付額：1,512,000円
【内訳】
東郷：38区　交付額：1,144,800円
泊：13区　交付額：367,200円

地域で設置している防犯灯の維持管理を支援し、
地域の防犯等安全環境の維持に取り組んだ。

地域で設置している防犯灯の維持管理を支援
し、地域の防犯等安全環境の維持に取り組ん
だ。

まちづくり企画

課

防犯灯設置等交付金
　各区の管理防犯灯について、更新の際
のＬＥＤ化を支援する、

Ｂ Ｂ

実績：22区　交付額：899,766円
【内訳】
東郷：17区　交付額：728,929円
泊：5区　交付額：170,837円

実績：23区　交付額：1,330,039円
【内訳】
東郷：20区　交付額：1,186,159円
泊：3区　交付額：143,880円

地域で設置している防犯等について、脱炭素等推
進のためのLED化について支援を行なった。

地域で設置している防犯等について、脱炭素
等推進のためのLED化について支援を行なっ
た。蛍光灯の2027年製造廃止のニュースあっ
たこと、新設行政区の防犯灯設置に伴い、例
年と比較して申請が多かった。

まちづくり企画

課

集落活性化事業交付金
　各区で実施する地域の活動、運営経費
の支援を行なう。

Ｂ Ｂ

実績：47区　交付額：4,181,500円
【内訳】
東郷：33区　交付額：2,948,500円
泊：14区　交付額：1,233,000円

実績：49区　交付額：3,185,631円
【内訳】
東郷：35区　交付額：2,186,719円
泊：14区　交付額：998,912円

前年度から継続して、新型コロナの影響で事業規
模の縮小又は、断念を余儀なくされた区も生じて
いた中、アフターコロナ対策臨時交付金の交付、
集落回りの際に本制度の周知・質問疑問に回答す
るなどの支援を行った。

新型コロナの影響による事業規模の縮小等も
徐々に復活していく兆しがある中、アフター
コロナ対策臨時交付金の交付（本年まで）、
未申請区の区長との面談、申請働きかけ等を
行った。

まちづくり企画

課

地域にぎわい創出事業
　地域が実施する運動会、祭りなどの経
費補助 Ｂ Ｂ

実績：4地域　交付額：946,818円
【内訳】
東郷：3地域　交付額：514,818円
泊：1地域　交付額：432,000円

実績：4地域　交付額：1,128,937円
【内訳】
東郷：3地域　交付額：704,937円
泊：1地域　交付額：424,000円

地域が実施する運動会、祭りなどの経費を補助し
た。全5地域のうち、花見地域を除く4地域が補助
金申請を行い、補助金交付を実施。

地域が実施する運動会、祭りなどの経費を補
助した。全5地域のうち、花見地域を除く4地
域が補助金申請を行い、補助金交付を実施。

まちづくり企画

課

事業計画実施状況

Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

特定空家等の減少率

（泊地域）
実績値 除却率（％） 9.7 22.5 29 32.3 35.4

令和7年度の特定空家16戸を減少させる目標に

対し、10戸について所有者等へ補助を行い、

減少を図った。今後も対象空家の所有者に対

し制度説明等を行い、減少を図る。

令和7年度の特定空家16戸を減少させる目標に

対し、11戸について所有者等へ補助を行い、

減少を図った。今後も対象空家の所有者に対

し制度説明等を行い、減少を図る。

51.6

達成度 3戸／31戸 7戸／31戸 9戸／31戸 10戸／31戸 11戸／31戸 16戸／31戸

特定空家等の減少率

（東郷地域）
実績値 除却率（％） 13.1 21 26.3 42.1

令和7年度の特定空家19戸を減少させる目標に

対し、10戸について所有者等へ補助を行い、

減少を図った。今後も対象空家の所有者に対

し制度説明等を行い、減少を図る。

令和7年度の特定空家19戸を減少させる目標に

対し、16戸について所有者等へ補助を行い、

減少を図った。今後も対象空家の所有者に対

し制度説明等を行い、減少を図る。

50.0

達成度 5戸／38戸 0% 8戸／38戸 10戸／38戸 16戸／38戸 19戸／38戸

建設水道課

建設水道課

目標値
（R7）

担当課基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績



舎人地区多目的集会施設多目的ホールＬ
ＥＤ照明改修事業
　照明器具改修（ＬＥＤ化）

令和４年度
事業完了

町民生活課

９．集落の
整備

空き家住宅改修事業
　空き家バンク登録物件の所有者で、移
住定住者を受け入れるための改修費用を
補助 Ｃ Ｃ

実績：0件　※全町申請件数：0件 -  空き家バンク登録物件の所有者が改修費を負担す
るケースが少なく、需要が乏しいためR5年度を
もって制度を廃止した。

 空き家バンク登録物件の所有者が改修費を
負担するケースが少なく、需要が乏しいため
R5年度をもって制度を廃止した。

デジタル・みら

い戦略課

空き家利活用流通促進事業
　空き家を所有、賃貸、購入する町内在
住者（町内移住予定者を含む）に対し改
修工事等に必要な経費を補助 Ｃ Ａ

実績：0件　※全町申請件数：1件 実績：2件　※全町申請件数：3件 空き家を所有、賃貸、購入する町内在住者（町内
移住予定者を含む）に対し改修工事等に必要な経
費を補助、定住を促進するとともに、地域を支え
る人材の呼び込みを図った。全町では実績1件だっ
たが、過疎地域の実績はなかった。

空き家を所有、賃貸、購入する町内在住者
（町内移住予定者を含む）に対し改修工事等
に必要な経費を補助、定住を促進するととも
に、地域を支える人材の呼び込みを図った。
全町では実績3件で過疎地域の実績は東郷地
域で2件であった。

デジタル・みら

い戦略課

空き家対策支援事業

Ｂ Ｂ

老朽危険空き家等の除却を支援した
　実績：3件

老朽危険空き家等の除却を支援した
　実績：7件

老朽化した空き家に対して指導を行い、3件の空き
家に対してその解体を支援した。
（R4）全体：6件　羽合：4件　東郷：0件　泊：2
件
（R5）全体：5件　羽合：2件　東郷：2件　泊：1
件

老朽化した空き家に対して指導を行い、7件
の空き家に対してその解体を支援した。
（R5）全体：5件　羽合：2件　東郷：2件
泊：1件
（R6）全体：9件　羽合：2件　東郷：6件
泊：1件

建設水道課

地域活性化活動事業
　地域活性化のための地域おこし協力隊
活動（再掲）
　地域活性化のためのNPO法人活動支援 Ｂ Ｂ

デジタル・みらい戦略課:空き家担当3名
（継続）、イベント・情報発信担当1名
（継続）

空き家の掘り起こしについては、区長や所有者の
聞き取りなどの調査を進めている。多世代交流セ
ンター、総合相談センターについては、指定管理
者とより緊密に連携しながら、利用促進を図って
いく。

空き家の掘り起こしについては、区長や所有
者の聞き取りなどの調査を進めている。多世
代交流センター、総合相談センターについて
は、指定管理者とより緊密に連携しながら、
利用促進を図っていく。

まちづくり企画

課

小さな拠点施設整備事業
泊地域の住民生活を支える買い物及び交
流拠点の整備工事
泊支所の耐震整備及び改修工事
　(耐震補強設計、監理業務及び改修設
計業務)

ー ー

- - 現状では、整備工事施設までの建設は行わない方
針。

現状では、整備工事施設までの建設は行わな
い方針。

デジタル・みら

い戦略課

まちづくり創造事業
　まちづくりを推進する団体の活動費を
助成 Ｂ Ｂ

【実績】
・創造事業：2団体　交付額：380,000円
・ステップ事業：１団体　交付額：
100,000円

【実績】
・創造事業：2団体（東郷・泊各1団体）
交付額：345,189円
・ステップ事業：1団体（東郷）　交付額：
100,000円

令和5年度は創造事業の対象となる団体が新たに１
団体あり、創造事業で2団体、ステップ事業で1団
体の助成を行った。
来年度以降も制度を周知し新規団体を増やした
い。

令和6年度は本事業を利用する新規団体は0で
あり、昨年度から引き続き同じ団体への助成
を行った。
来年度以降も制度を周知し新規団体増による
地域活性化を目指したい。

まちづくり企画

課

ボランティア団体活動助成事業
　ボランティア団体の活動費を助成

Ｂ Ｂ

実績：9団体　交付額：362,788円
【内訳】
東郷：5団体　交付額：264,780円
泊：4団体　交付額：98,008円

実績：12団体　交付額：540,292円
【内訳】
東郷：8団体　交付額：365,852円
泊：4団体　交付額：174,440円

ボランティア団体の活動に対する補助を実施。新
型コロナウイルスの影響により、多くの団体が活
動を休止していると聞取り。一方、Ｒ６以降は活
動を再開する意向の団体もあり、今後も活動を支
援していく。

ボランティア団体の活動に対する補助を実
施。新型コロナウイルスの影響により、多く
の団体が活動を休止していると聞取り。一
方、Ｒ６以降は活動を再開する意向の団体も
あり、今後も活動を支援していく。

まちづくり企画

課

地域づくり推進事業
　地域の新たな担い手育成、地域課題の
解決等のためのセミナー等の開催や支援
活動等の実施

Ｂ Ｂ

【実績】
・東郷・泊47区に面談依頼を行い、うち
旭・漆原・北福区を除く44区と面談を実
施した。
・区長宅へ赴くなどし、各区の抱えてい
る問題点の聞き取りを行った。

【実績】
・９集落（レークサイド、三通田、泊４、
久見、泊５、泊６、松崎４、麻畑、レーク
タウン）に現在の活動状況を聞き取りし、
集落活性化事業、自主防災組織運営事業の
働きかけを行った。

各区の抱える課題解決のための事業として各区が
町へ行う申請書の作成支援や各区長宅へ職員が出
向き、各区の状況や課題を確認するための聞き取
りを行った。

各区の抱える課題解決のための一環として、
集落活性化事業や自主防災組織運営事業の活
動がない集落への聞き取りを行い、集落づく
り総合交付金の活用を働きかけた。集落づく
り総合交付金要綱改正により、令和７年度よ
り、防犯灯設置等交付金と集落活性化事業交
付金の助成要件の拡大を実施する。

まちづくり企画

課

(2)過疎地
域持続的発
展特別事業

　集落整備

(3)その他



１１．地域文化の振興等（P92）

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

１０．地域
文化の振興
等

(1)地域文化
振興施設等
地域文化振
興
　施設

泊歴史民俗資料館環境整備工事
　資料館の改修及び周辺環境整備収蔵庫
整備

Ｂ Ｂ

R5入館者実績：212人
　資料館の管理運営を実施

R6入館者実績：163人
　資料館の管理運営を実施

引き続き維持管理を行っていく。 展示品の解説会や無料開放などを行った。
引き続き、施設の維持管理と集客に向けた
イベントなどを実施していく。

生涯学習・人権

推進課

湯梨浜町さくら工芸品工房整備事業
　老朽化等による施設・整備の改修・更
新 Ａ Ａ

【実績】
・屋上防水補修工事
・軒天塗装工事

【実績】
・雨漏り補修工事
・エアコン増設工事

老朽化により劣化している屋上防水補修や軒天の
塗装を行った。
今後も文化、地域振興の場として長期にわたり施
設が利用できるよう必要に応じて修繕を行う。

雨漏り補修工事とエアコン増設工事を行っ
た。
R７年度は、屋上の防水工事を行う予定。

まちづくり企画

課

(3)その他 町内遺跡発掘調査事業
　町内遺跡の発掘調査等

Ｃ Ｂ

学術調査委員会　2回 学術調査委員会　1回
資料調査・内容確認

総合調査報告書の作成において、新たな資料が確
認されたため、内容の確認等の必要が生じ不測の
日数を要した。そのため、年度内の発刊ができな
かったが、再度スケジュールの調整を行い、R6.6
月の刊行予定とした。

総合調査報告書の作成において、新たな資料
が確認されたため、内容の確認等を行い、
R7.3に発行した。

生涯学習・人権

推進課

事業計画実施状況

Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課
Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

泊歴史民俗資料館への

来館者数

実績値 （人） 92 26 123 212 163

年間来館者数は、212人となった。

小学校の学習活動の他、展示解説などのイベン

トを企画・実施するとともに収蔵場所の検

討、整備を行い、来館者数の増加を図る。

長瀬高浜遺跡発見50周年の年となるので、イ

ベント等を企画していく。

年間来館者数は、163人となった。

長瀬高浜遺跡発見50周年の事業に合わせて展

示解説などを行った。

小学校の学習活動の他、展示解説などのイベン

トを企画・実施するとともに収蔵場所の検

討、整備を行い、来館者数の増加を図る。

200

達成度 13% 62% 106% 82%

生涯学習・人

権推進課

目標値
（R7）

担当課基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績



１２．再生可能エネルギーの利用の推進

目標指数及び達成率

持続的発展
施策

区分 R5 R6

１１．再生
可能エネル
ギーの利用
促進

(2)過疎地域
持続的発展
特別事業
再生可能エ
ネルギー利
用

太陽光発電システム等設置事業

Ｂ Ｂ

家庭等で太陽光発電システム等の設置し
た者に設置費用の一部を助成した
実績：6件（事業費：1,354千円）
※全町申請件数：23件

家庭等で太陽光発電システム等の設置した
者に設置費用の一部を助成した
実績：5件（事業費：2,025千円）
※全町申請件数：21件

再生可能エネルギーの推進のため、太陽光発電シ
ステム及び蓄電池の設置に対して補助を行った。
補助については、主に新築世帯の補助が多い傾向
にあるので、他制度を利用した新築時における、
制度紹介等の広報を実施していく。

再生可能エネルギーの推進のため、太陽光発
電システム及び蓄電池の設置に対して補助を
行った。
補助については、主に新築世帯の補助が多い
傾向にあるので、他制度を利用した新築時に
おける、制度紹介等の広報を実施していく。

町民生活課

実績
Ｒ５評価の理由及び対策・今後の取組 Ｒ６評価の理由及び対策・今後の取組 担当課

事業名（施
設名） 事　　業　　内　　容

Ｒ５
評価

Ｒ６
評価

事業計画実施状況

R3 R4 R5 R6 令和5年度末時点達成状況及び効果、今後の方針 令和6年度末時点達成状況及び効果、今後の方針

太陽光発電システム等

設置事業補助申請件数

（泊地域）

実績値 （件数） 9 1 0 0 1

目標18件に対し、補助実績は無かった。

町広報誌等により、制度周知を行った。引き

続き制度周知を図る。

目標18件に対し、1件の補助を行った。

町広報誌等により、制度周知を行った。引き

続き制度周知を図る。

18

実績値（累計） 累計件数 1 1 1 2

達成度 H28～R2合計 6% 6% 6% 0% R3～R7合計

太陽光発電システム等

設置事業補助申請件数

（東郷地域）

実績値 （件数） 22 2 6 4

目標44件に対し、6件の補助を行った。

町広報誌等により、制度周知を行った。引き

続き制度周知を図る。

目標44件に対し、4件の補助を行った。

町広報誌等により、制度周知を行った。引き

続き制度周知を図る。

44

実績値（累計） 累計件数 0 2 8 12

達成度 H28～R2合計 0% 5% 18% 9% R3～R7合計

町民生活課

町民生活課

目標値
（R7）

担当課基本目標 指標 算出根拠等
参考
(R2)

実績


